
鎗

・
f
9
1ー

1
:
'
i

[‘yci 

こ

昭

和

囮

十

年

一

月

・
文
化
財
調
査
報
告
第
十
四
集

と雀

明
後
沢
古
瓦
出
土
遺
跡

前
迅
い
町
古
城
所
在
古
代
城
楊
跡

l
 

芸
石
手
4

阻
小
苦
5

育
2

季

女

目

＾

今

{

,
,受

i

、v
1
、一

K
`
合．＇

ー

！

ー

ー

！

u

，

「
1~ 



板

厨

佃

東
川

中

可

東

明
後
沢
古
瓦
畠
士
遺
跡

|
1

削
沢
町
古
城
所
在
古
代
城
柵
跡
—

士替

況

信

雄
多

美

宜

ハ

雄

i



げ
ま
す
。

月

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

岩
手
県
教
育
委
員
会
教
百
恥

工

悩

巖

叫
後
沢
遺
跡
は
、
胆
沢
郡
前
沢
町
古
城
に
所
在
し
古
く
か
ら
古
瓦
の
お
ひ
た
た
し
く
出
土
す
る
逍
跡
と
し
て
注

11
さ
れ
て
い
た

附
和
三
十
四
年
道
路
改
修
等
の
工
事
が
施
行
さ
れ
る
の
に
あ
た
り
第
一
次
発
掘
調
査
を
行
な
い
、
そ
の
結
果
、
こ
の
逍
跡
は
窯

闘
で
も
な
く
、
古
代
寺
院
跡
で
も
な
く
、
古
代
城
柵
に
関
係
あ
る
建
物
跡
ら
し
い
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
に
い
た
り
ま
し
た
。

こ
の
想
定
に
も
と
づ
き
、
当
教
育
委
員
会
は
前
沢
町
教
育
委
員
会
と
協
力
し
て
、
昭
和
三
十
九
年
七
月
二
日
よ
り
詞
十
六
日
ま

調
査
は
本
県
文
化
財
専
門
委
員
板
橋
源
、
伊
東
信
雄
、
田
中
喜
多
美
、
司
束
真
雄
の
四
氏
を
わ
す
ら
わ
し
、
雨
火
の
中
を
進
め

ら
れ
た
が
、
南
を
正
面
と
し
東
西
七
間
、
南
北
四
間
の
建
物
跡
を
発
見
し
、
従
来
幻
の
城
と
さ
れ
て
い
た
貨
疑
城
跡
で
は
な
い
か

と
批
定
さ
れ
、
本
県
開
拓
史
上
貴
重
な
成
果
を
お
さ
め
ま
し
た
。

本
報
告
に
あ
た
り
前
記
調
査
貝
諸
氏
、
地
元
前
沢
町
当
局
そ
の
他
本
調
査
に
御
協
力
賜
っ
た
多
く
の
方
々
に
対
し
探
甚
の
謝
怠

を
衣
す
る
次
第
で
す
。

な
お
、
本
報
告
の
た
め
御
多
忙
の
と
こ
ろ
執
筆
の
労
を
と
ら
れ
た
板
橋
源
、
伊
束
信
雄
両
氏
に
対
し
土
ね
て
豚
く
御
礼
申
し
上

昭

和

四

十

年

で
の
十
五
日
間
第
二
次
発
掘
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
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の
比
料
は
約
三
十
一
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

の
の
東
緑
を
た
す
一
部
で
あ
る
。
即
沢
台
地
は
西
か
ら
東
流
す
る
細
流
に
よ
っ
て
浸
蝕
を
う
け
、

い
く
つ
か
の
台
地
に
分
離
き
れ
て
、
各
々

註
1

の
東
辺
は
急
涯
を
た
し
て
北
上
川
平
野
に
の
ぞ
ん
で
い
る
。
明
後
沢
台
地
は
北
辺
を
松
ノ
木
沢
川
に
よ
っ
て
限
ら
れ
、
南
辺
は
明
後
沢
川
に

よ
っ
て
限
ら
れ
、
舌
状
に
四
か
ら
東
方
に
の
び
て
い
る
。
東
辺
は
急
傾
斜
を
な
し
涯
下
を
国
遺
閂
号
線
が
通
っ
て
い
る
。
四
方
は
、
ほ
，
It
川

北
方
向
を
な
ナ
狭
長
た
小
沢
（
こ
の
附
近
を
字
前
堀
と
い
う
）
を
へ
だ
て
て
台
地
つ
づ
彦
を
な
し
て
い
る
（
図
阪
第
一
•
第
一
＿
）
。
五
万
分

地
形
図
に
明
ち
か
た
よ
う
に
、
合
地
の
東
縁
は
か
た
り
急
峻
た
斜
面
を
た
し
、
台
地
の
直
下
を
通
っ
て
い
る
同
滸
路
面
か
ら
み
る
と
、
合
地

明
後
沢
台
地
卜
の
東
爛
逝
く
に
は
古
城
中
学
校
が
昭
和
二
十
四
年
冗
月
十
六
日
に
落
成
殷
罰
さ
れ
た
ほ
か
は
、
大
部
分
が
昭
和
に
開
田
芦

註
3

れ
笑
田
と
た
っ
て
い
る
が
、

古
瓦
の
お
び
た
だ
し
く
出
七
す
る
地
域
は
雑
荊
林
野
で
あ
っ
て
、
そ
の
下
地
の
大
部
分
は
身
長
を
越
え
る
笹
竹
が
密
生
し
見
透
し
が
ま
っ

第
一
章
遣
跡
の
位
骰

い

ざ

わ

こ
の
台
地
は
、
即
沢
Jl

る。

一
部
に
は
畑
地
と
林
野
が
未
だ
残
存
し
て
い
る
。

（
北
）

こ
↓
（
も

と
衣
川

（
南
）
が
北
上
川
に
合
流
す
る
両
川
の
間
に
展
開
し
て
い
る
い
わ
ゆ
る
胆
沢
合
地
と
よ
ば
れ
る
も

古
瓦
の
お
び
た
だ
し
く
出
士
す
る
明
後
沢
は
水
沢
市
の
市
街
部
と
前
沢
町
と
を
結
ぶ
同
道
第
四
号
線
の
ほ
ぽ
中
央
の
酉
側
の
合
地
上
に
克

古
代
城
柵
跡
説
等
が
お
こ
り
、
も
っ
て
今
日
に
い
た
っ
た

こ
ろ
と
た
っ
て
い
た
。
昭
和
年
代
に
入
っ
て
か
ら
県
下
郷
士
史
家
の
関
心
を
よ
ぶ
よ
う
に
な
り
、
遺
跡
の
性
格
に
つ
い
て
も
古
代
寺
院
肱
況

い

さ

わ

こ

じ

よ

う

め

よ

う

ご

ざ

ゎ

岩
手
県
胆
沢
郡
前
沢
町
古
城
の
字
明
後
沢
ほ
古
瓦
を
お
び
た
だ
し
く
出
士
す
る
の
で
、

第
一
章

遺

跡

（
第
二
章
参
照
）
。

の

位

置

か
た
り
は
や
く
か
ら
士
地
の
人
々
の
注
目
す
る
と



ヽ

し
か
し
古
瓦
は
前
記
の
地
域
に
だ
け
出
士
す
る
の
で
は
な
く
て
、
明
後
沢
台
地
上
に
か
な
り
広
汎
に
わ
た
っ
て
か
っ
て
は
発
見
さ
れ
た
の

で
あ
っ
た
。
明
後
沢
台
地
の
水
田
化
が
完
成
し
た
の
は
昭
和
十
四
年
五
月
で
あ
っ
た
が
（
註

3
参
照
）
、
そ
の
以
前
に
現
地
を
跨
査
し
た
小

田
島
禄
郎
氏
は
「
丘
上
南
北
六
七
町
、
東
西
六
町
の
間
に
一
面
に
古
瓦
の
散
布
し
て
い
る
事
実
」

今
次
第
二
次
調
査
の
際
、
司
東
調
査
員
は
明
後
沢
台
地
東
北
隅
に
あ
る
態
野
社
付
近
に
お
い
て
も
（
図
版
第
二
）
、
古
瓦
の
出
土
す
る
こ
と

を
確
認
し
て
い
る
。
古
瓦
の
出
土
す
る
こ
の
よ
う
な
広
い
遣
跡
は
、
寺
院
跡
と
み
な
す
の
に
は
、
あ
ま
り
に
も
広
大
す
ぎ
る
の
で
あ
る
。

- -
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名

地
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' 

遺
跡
の
位
置

山

林 II 
原

野
山

林

地

日
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地
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稼

岩

（
本
稿
四
頁
）
を
害
彦
残
し
て
い
る
し
、

淵

千

葉

辰；作

男ぉ沿

I 

小小！

山

共

地

野

寺
所

有

正
布 者

治 名

r
)
¥
‘

、‘‘

一
判
分
カ

tj

た
＜
ぎ
か
な
か
っ
た
。
下
地
の
一
部
に
は
萱
が
叢
生
し
て
い
た
。
第
二
次
調
査
の
場
合
（
第
一
二
章
参
照
）
に
は
杉
苗
柏
林
地
に
な
っ
て
い
た
。

し
た
が
っ
て
、
古
瓦
の
出
士
す
る
地
精
全
体
を
こ
こ
に
正
確
に
い
う
こ
と
は
で
ぎ
か
ね
る
の
で
あ
る
が
、
土
地
の
人
々
の
語
る
と
こ
ろ
に
よ

れ
ば
、
現
在
知
ら
れ
て
い
る
古
瓦
出
土
地
域
は
概
略
図
版
第
一
一
一
の
範
囲
内
の
ご
と
く
で
あ
っ
て
、
大
部
分
は
民
有
地
で
あ
り
、

ill部
落
共
有
地
と
な
っ
て
い
る
°
表
示
す
れ
ば
次
の
ご
と
く
で
、
調
査
も
こ
の
地
域
を
対
象
と
し
て
実
施
し
た
の
で
あ
っ
た
。

i|n-＿
 



第
一
＿
亭

遺
跡
に
関
す
る
従
来
の
賭
説

こ
と
だ
け
は
信
じ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

に
い
た
っ
て
い
る
。
や
や
詳
し
く
紹
介
し
て
み
ょ
う
。

第
二
章

「
北
に
は
大
松
沢

（
板
梢
[Ili

「
先
史
時
代
よ
り
籐
末
に
祭
る
文
化
流
人
の
経
路
と

こ
の
遺
跡
に
関
し
て
は
第
一
意
で
触
れ
て
お
い
た
よ
う
に
古
代
寺
院
跡
説
や
古
代
城
柵
跡
説
な
ど
の
所
説
が
あ
っ
て
対
立
し
た
ま
ま
今
日

古

代

寺

院

跡

説

こ
の
説
は
、
故
背
野
義
之
助
氏
が
昭
和
四
年
九
月
二
十
三
日
に
遺
跡
を
踏
査
し
「
地
下
冗
寸
か
ら
一
尺
の
間
に
平
瓦
・
巴
瓦
・
唐
倍
瓦
(

板
橋
註
、
こ
こ
に
巴
瓦
と
い
う
の
は
笥
冗
、
唐
草
瓦
と
い
う
の
は
宇
瓦
の
こ
と
で
あ
る
）
な
ど
原
形
明
か
な
平
安
朝
初
期
の
土
器
が
迎
在
し

て
ゐ
た
。
年
代
は
何
れ
も
一
千
年
以
前
の
も
の
、
散
布
の
状
態
か
ら
推
測
す
る
と
高
台
に
は
一
千
年
前
、
八
間
に
十
三
間
の
寺
院
が
建
立
さ

れ
、
附
近
一
瞥
は
日
本
民
族
東
方
進
出
の
殖
民
地
に
な
っ
て
ゐ
た
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
岩
手
日
報
昭
和
四
年
九
月
二
十
六
日
の
新
聞
記
事
で
あ
っ
て
、
菅
野
氏
自
身
の
喩
に
な
る
論
文
と
か
報
告
げ
で
な
い
か
ら
、
も
と

よ
り
杞
確
に
芯
目
野
氏
の
真
意
を
伝
え
て
い
る
の
か
ど
う
か
多
少
の
疑
点
は
ま
ぬ
が
れ
な
い
の
で
あ
る
が
（
例
え
ば
、
八
間
に
十
二
間
と
い
う

規
模
は
柱
問
の
間
数
た
の
か
、
そ
れ
と
も
何
間
何
尺
と
い
り
意
味
の
実
尺
な
の
か
明
確
で
な
い
点
な
ど
）
、
古
代
炸
院
闘
説
を
提
悶
さ
れ
た

古

代

城

柵

跡

説

前
説
に
反
し
て
古
代
城
柵
跡
説
は
故
小
田
島
禄
郎
氏
の
提
唱
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て

普
及
状
態
」

（
南
部
史
談
会
詰
第
十
六
号
昭
和
十
年
宜
月
一
日
刊
）
と
い
う
論
文
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
論
文
掲
載
の
雑
誌
は
今
日
な
か
な

か
見
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
い
う
と
こ
ろ
を
次
に
引
用
す
る
こ
と
に
す
る
。
こ
の
追
跡
は

遺
跡
に
関
す
る
従
来
の
諸
説
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松
ノ
太
沢
の
誤
記
か
記
楕
違
い
で
あ
ろ
う
K

の
大
涅
谷
を
杯
へ
南
に
は
明
後
沢
の
深
谷
が
守
た
れ
、
段
丘
卜
は
四
方
小
山
村
（
板
栢
江
、
現
在

胆
沢
村
の
う
ち
）
に
連
た
る
大
平
原
地
で
、
今
一
而
の
耕
地
と
な
っ
て
ゐ
主
す
が
、
同
消
に
掠
し
た
段
任
粛
緑
か
ら
四
方
穴
七
町
の
則
点
に

の
で
虎
り
主
す
が
、

前
堀
の
字
名
が
残
っ
て
居
り
、
小
水
田
の
連
っ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
な
ど
か
ら
推
考
す
る
と
、
城
郊
の
あ
っ
た
こ
と
か
想
像
牝
ず
に
は
い
ら
れ
ぬ

た

さ

し

こ
の
他
点
ほ
胆
汀
両
郡
（
板
橋
井
、
即
沢
郡
と
江
訓
郡
）
を
展
立
す
る
に
最
も
好
適
た
位
5
い
な
占
め
て
め
る
の
で
、

罰
其
惑
を
深
く
ナ
る
も
の
が
主
り
き
ナ
。
吏
に
之
の
丘
上
南
北
六
七
町
、
東
西
六
町
の
間
に
一
而
に
古
瓦
の
罰
布
し
て
い
る
事
丈
か
ら
罹
罰

ナ
る
と
、
一
大
城
郊
の
間
と
見
散
し
て
恙
支
た
い
も
の
で
あ
り
主
ナ
。
そ
し
て
古
冗
の
様
式
と
位
管
が
叩
沢
城
よ
り
殻
里
（
板
橋
芹
、
水
工

市
佐
倉
河
に
克
る
胴
沢
城
跡
か
ら
み
る
と
約
一
二
里
弗
）
の
南
方
に
あ
る
こ
と
か
ら
見
て
、
決
し
て
町
沢
第
城
後
の
も
の
で
他
か
い
う
こ
と
は

想
像
せ
ら
る
る
も
の
で
、
本
県
開
発
史
上
極
め
て
重
要
な
位
置
を
占
む
べ
ぎ
も
の
と
思
は
れ
ま
す
」
。

こ
の
よ
う
に
、
遺
跡
の
立
地
条
件
を
名
角
的
に
検
討
し
、

で
あ
っ
た
。

古
代
城
柵
・
古
代
寺
院
併
存
説

後
翫
に
お
い
て
の
べ
る
よ
う
に
、
主
こ
と
に
特
色
の
克
る
畳
軍
た
古
瓦
を
お
び
た
だ
し
く
出
七
す
る
こ
の
遺
跡
は
、
安
永
の
凰
十
氾
御
川

註
4

内
川
に
も
み
え
ず
、
ま
た
伊
芹
藩
儒
者
田
辺
希
文
の
「
卑
羽
観
蹟
聞
老
志
」
や
佐
久
間
義
和
（
罰
巌
）
の
「
封
内
風
十
記
」
に
も
み
え
す
、

く
だ
っ
て
明
治
・
大
田
年
代
の
諸
書
に
も
み
え
た
い
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
こ
の
遺
跡
が
学
界
の
注
目
を
ひ
く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
昭
和
に
な

っ
て
か
ら
で
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

か
つ
出
士
瓦
の
様
式
や
出
士
分
布
状
況
か
ら
み
て
古
城
城
情
況
左
提
爪
し
た
の

と
は
い
う
も
の
の
、
特
色
あ
る
古
瓦
を
お
び
た
だ
し
く
田
士
す
る
こ
の
遺
跡
附
近
の
地
域
が
、

は
や
く
か
ら
土
地
の
人
々
の
関
心
を
よ
ば
川
~

ぬ
げ
ず
は
な
い
。
元
古
城
公
民
館
長
菅
原
冗
氏
の
竿
字
し
た
も
の
の
う
ち
に
「
明
治
九
丙
子
年
六
月
、
乙
拾
大
区
町
沢
郡
―
―
一
小
区
古
城
村
、

第
二
脅
」

遺
跡
に
関
す
る
従
来
の
諸
説

四

；
＇
｀
•
こ
“
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しい

'r"l

第
二
箪

辿
跡
に
閲
す
る
従
来
の
諸
説

弥
陀
観
音
同
一
体
成
謂
ヲ
以
テ
ノ
コ
ト
成
ル
ベ
ケ
ン
ヤ
」
。

註
5

元
小
山
村
妙
法
山
麓
隠
者
、
岩
淵
寿
三
斎
、
当
六
十
九
歳
卜
九
ヶ
月
」
と
い
う
識
語
の
あ
る
記
録
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

土
地
の
人
々
は
こ
の
遺
跡
附
近
の
地
域
に
早
く
か
ら
注
且
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
て
あ
る
。
た
た
仏
水
は
明
価
な
形
を
と
っ
て
い
な

か
っ
た
の
で
、
伊
逹
藩
の
学
者
た
ち
の
著
車
戸
に
記
載
さ
れ
な
か
っ
た
ま
で
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

九
年
に
汎
き
と
め
て
お
い
た
筆
録
の
大
要
を
紹
介
し
て
み
ょ
う
。

廷
暦
二
十
一
年
、
坂
上
田
村
麻
呂
が
築
い
た
城
は
「
元
小
山
村
明
後
沢
南
岸
ョ
リ
引
統
キ
、
其
父
南
者
工
中
畑
村
馬
目
瓜
（
板
橋
止
、
ゞ
ハ

人
城
」
で
あ
っ
た
。

ク
チ
サ
ワ
と
よ
ん
で
、
明
後
沢
川
の
す
ぐ
南
に
あ
る
台
地
の
南
辺
を
な
し
て
い
る
瓜
名
で
あ
る
）
北
岸
二
辿
リ
タ
ル
」
台
地
上
に
あ
っ
た

つ

ら

つ

ら

註

6

「
情
（
考
え
て
み
る
と
）
此
大
城
全
盛
ノ
昔
ハ
、
往
迫
者
遥
四
方
ニ
テ
、
矢
伽
、
外
珈
モ
直
構
本
丸
ノ
内
掘
迄
人
几
五

貞
有
余
間
ヲ
隔
テ
其
ノ
間
二
七
重
ノ
掘
形
唯
今
二
顕
然
卜
雖
モ
、
何
レ
モ
柄
狐
（
板
橋
丘
、

後
瓜
川
を
へ
た
て
て
明
後
沢
古
瓦
出
土
辿
恥
が
あ
る
。

五

（
板
橋
註
、
大
城
追
跡
の
記
載
は
ど
う
も
文
意
が
明
確
に
と
り
が
た
い
）
。
こ
の
大
城
跡
の
あ
る
酋
地
の
す
ぐ
北
に
明

あ
ざ

「
元
小
山
村
ノ
内
二
今
、
明
後
訳
ト
ー
エ
ル
字
打
リ
、
此
所
、
胆
瓜
占
城
具
北
ノ
沢
ナ

リ
、
此
訳
ノ
内
二
街
追
ョ
リ
四
方
四

T
程
隔
テ
弥
記
棠
旧
跡
有
リ
（
板
橋
‘
丘
、
山
追
と
い
う
の
は
今
の
国
追
の
L
J

と
。
弥
記
掌
旧
跡
か
あ
る

「
此
沢
ノ
内
」
と
い
う
の
は
、
明
後
沢
合
地
か
明
後
沢
川
に
臨
む
面
斜
血
に
近
く
、

と
い
う
は
ど
の
謡
味
で
あ
る
）
。
元
謳
人
ノ
勧
碩
卜
＿
広

フ
コ
ト
不
詳
卜
雖
モ
、
是
モ
田
村
麻
呂
ノ
勧
誼
ノ
由
力
、
此
城
二
後
年
安
狐
砂
光
ト
ー
エ
ル
人
、
城
、
王
ク
ル
ト
1

エ
ル
コ
ト
聞
ヶ
リ
、
此
ノ
人
ノ

（
板
橋
註
、

勧
請
ヵ
不
詮
（
な
れ
ど
も
）
其
本
尊
者
、
弥
此
・
観
音
・
勢
至
ノ
三
尊
ヲ
安
趾
ス
、
然
ル
ニ
此
ノ
城
加
靡
ノ
剋
、
或
ハ
匡
乱
ノ
何
方
二
移
転

（

マ

マ

）

（

マ

マ

、

）

父
ハ
大
集
レ
シ
ャ
こ
の
辺
の
文
怠
も
明
ら
か
で
な
い
）
、
今
共
ノ
ニ
均
無
之
、
共
後
星
杉
リ
頃
去
正
飴
・
古
子
保
貶
々
モ
條
ハ
、

共
叫
後
沢
辺
ノ
晨
安
部
長
兵
衛
卜
云
ル
小
民
志
願
ノ
為
二
日
分
ノ
崖
放
ノ
面
二
小
飩
キ
所
莉
二
小
掌
糾
立
シ
テ
止
観
百
卜
仏
号
ヲ
改
ム
、
是

ハ
林
場
ト
ナ
レ
リ
」

「
借
亦
右
旧
掌
ノ
跡
二
礎
心
皿
モ
土
中
二
坦
レ
打
リ
シ
ヲ
、
明
和
年
中
之
頃
、

カ
ラ
ホ
リ
の
謡
味
か
）
其
ノ
間
々
ニ
ハ
山
畑
或 7 

こ
れ
か
ら
、
当
時
六
十
九
威
の
老
羽
か
明
治

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
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一
地
一
長
一
鳥
一
本
一
堂
一
境
一
勧 小

一
観
二
仏

音

主 床 居 尊 内 請 名 堂 閣

明
後
沢
長
兵
衛

名
号
観
音
、
木
像
座
像
、
御
長
三
寸
、
但
作
者
相
知
不
中
候
事

艮
向
九
尺
四
面

南
北
五
間

誰
勧
請
卜
申
義
井
二
年
月
共
相
知
不
申
候
事

明
後
沢

御
村
絵
図
ニ
ハ
阿
弥
陀
堂
卜
有

セ
ッ

（
マ
マ
）

元
小
山
村
曹
洞
宗
大
林
寺
十
一
世
専
淳
卜
云
ル
僧
庫
理
殿
建
立
ノ
剋
、
其
ノ
礎
石
ヲ
人
夫
ヲ
以
テ
持
連
、
厨
ヤ
庫
屋
ノ
礎
―
一
致
セ
シ
事
、
古

人
言
シ
ヲ
姑
二
聞
ク
詳
也
、
故
二
旧
跡
ニ
ハ
礎
石
抜
坂
シ
跡
二
而
所
々
小
柴
小
心
旦
ト
ノ
中
二
分
明
也
」
。

文
意
が
よ
く
理
解
し
が
た
い
点
が
あ
る
記
録
を
長
文
に
わ
た
っ
て
引
用
し
た
が
、
要
す
る
に
古
代
城
楕
跡
説
と
寺
院
跡
説
と
を
併
説
し
た

も
の
で
あ
る
。
記
録
の
う
ち
に
は
、
今

H
か
ら
み
る
と
岳
目
肯
し
が
た
い
こ
と
も
み
え
て
い
る
か
、
当
時
の
所
説
と
し
て
は
止
む
を
え
な
か
っ

た
次
第
で
あ
ろ
う
。
胆
沢
城
跡
を
明
後
沢
台
地
の
南
に
あ
る
南
上
野
台
地
と
す
る
こ
と
な
ど
か
そ
の
例
で
あ
る
。
し
か
し
、
明
後
沢
台
地
に

は
い
つ
の
頃
か
、
こ
の
点
が
明
確
で
な
い
の
は
、

は
な
は
だ
残
念
に
た
え
な
い
の
で
あ
る
か
、
堂
宇
の
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
た
け
は
信
じ
て

註
7
・

よ
い
。
土
地
の
故
老
も
、
そ
の
よ
う
に
語
り
伝
え
て
い
る
し
、
安
永
の
旧
小
山
村
風
土
記
御
用
占
出
写
に
も

第
二
章
辿
跡
に
渕
す
る
従
来
の
語
説

東
西
（
註
、
間
数
の
記
載
な
し
、

た
た
し
阿
曾
詔
氏
所
蔵
写
本
に
よ
れ
ば
「
五
間
」
と
あ
る
）

.‘ 
ュ
ノ

|
＇
]
・
 



古
代
城
柵
跡
か
。

い
る
点
で
あ
る
。

と
み
え
て
い
る
。
ま
た
「
胆
沢
郡
誌
」
に
も
「
古
城
村
古
館
址
、
字
中
畑
に
あ
る
の
も
の
覚
怨
城
（
原
証
、
昔
大
伴
駿
河
淋
呂
の
築
き
し
も

の
か
）
の
跡
な
り
と
称
せ
ら
る
。
其
北
隅
に
観
音
堂
あ
り
。
当
時
の
守
護
神
な
り
と
。
往
時
は
其
堂
の
屋
根
布
日
瓦
に
て
葺
き
た
り
し
と
か

註
8

今
も
其
瓦
の
破
片
土
中
よ
り
掘
り
出
さ
る
る
事
あ
り
」
と
記
し
て
あ
る
。
こ
れ
も
古
代
城
柵
・
寺
院
併
仔
説
で
あ
る
。
た
だ
岩
淵
寿
三
斎
の

記
録
と
異
っ
て
い
る
こ
と
は
、
古
代
城
柵
を
田
村
麻
呂
造
営
の
胆
沢
城
と
せ
ず
に
大
伴
駿
河
麻
呂
が
築
城
し
た
ら
し
い
此
燦
城
と
み
な
し
て

そ
こ
で
、
発
掘
調
査
は
次
の
よ
う
な
点
を
考
慮
し
て
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
古
瓦
を
お
び
た
だ
し
く
出
土
す
る
か
ら
に
は
、
こ
の
追

跡
は
瓦
窯
址
で
は
な
い
か
。
そ
れ
と
も
菅
野
氏
の
い
う
ご
と
く
古
代
寺
院
跡
な
の
か
。
あ
る
い
は
土
地
の
伝
承
ゃ
小
田
島
氏
の
い
う
よ
う
に

第
二
章

遺
跡
に
関
す
る
従
来
の
諸
説

一
祭 lj 

一
り

日 当

三
月
十
七
日
」

右
長
兵
衛

七
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第
三
章

弟
二
章
に
お
い
て
既
述
し
て
お
い
た
よ
う
に
、
こ
の
追
跡
は
お
ひ
た
た
し
い
古
瓦
を
出
土
す
る
と
い
う
の
で
、
昭
和
年
代
に
は
い
っ
て
か

ら
県
下
郷
土
史
家
の
注
日
す
る
と
こ
る
と
な
っ
て
い
た
。
戦
後
、
三
十
二
年
囚
月
二
十
二
＿
日
の
こ
と
で
あ
る
が
、

社
会
教
育
課
小
形
信
夫
主
事
と
共
に
視
地
を
巡
検
し
た
と
き
に
は
、
退
跡
を
追
辿
し
て
い
た
細
い
山
径
か
改
修
さ
れ
、
輻
且
四
メ
ー
ト
ル
内

外
の
み
ご
と
な
道
路
に
な
っ
て
い
た
。
安
永
年
間
の
風
土
記
御
用
占
出
に
み
え
て
い
る
観
首
棠
跡
は
、
所
有
因
係
で
は
共
有
地
と
な
っ
て
い

た
せ
い
も
あ
っ
て
の
こ
と
か
、
道
路
改
修
用
材
料
と
し
て
相
当
量
の
土
が
掘
り
崩
さ
れ
て
、
土
肌
か
な
ま
な
ま
し
く
露
出
し
、
几
片
が
そ
の

そ
こ
で
発
掘
調
査
は
次
の
如
き
要
項
に
よ
り
、
昭
和
一
―
―
十
四
年
と
同
一
―
―
十
九
年
及
と
の
一
言
四
に
わ
た
っ
て
前
後
―
-
+
―
―
―
日
間
尖
施
さ
れ
た

の
で
あ
っ
た
。

第
三
章

明
後
沢
の
調
査
予
定
地
は
古
瓦
が
出
土
す
る
の
で
県
下
で
も
著
名
な
辿
崎
で
あ
る
。
し
か
し
、

か
な
り
変
貌
さ
れ
、
保
全
上
遺
憾
な
状
態
に
な
っ
た
の
で
、
こ
の
辿
跡
の
性
格
を
究
明
し
保
存
を
は
か
る
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

発
掘
調
査
の
主
体

店
手
県
教
育
委
員
会
（
代
表
者
昭
和
三
十
四
年
次
赤
堀
正
雄
教
育
長
、
昭
和
三
十
九
年
次
エ
躁
巌
教
育
長
）
前
沢
町
教
育
委
員
会
（
代
衣

者
永
井
勝
一
教
育
長
）

あ
る
い
は
古
代
城
柵
跡
な
ど
と
い
わ
れ
、

口
発
掘
調
査
の
主
旨

周
辺
一
帯
に
散
乱
放
置
さ
れ
て
あ
っ
た
。

調

査

の

経

過

調
つ
い
に
そ
の
決
着
を
み
ず
に
現
在
に
い
た
っ
て
い
る
。
近
年
道
路
改
修
工
事
等
に
よ
り
追
跡
は

査

の

経

過

田
中
・
板
橋
は
県
教
肖
庁

そ
の
性
格
に
つ
い
て
は
古
代
寺
院
跡
、

八

】
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補

助

員

i
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協

力

者

同

上

0
第
一
次

□

第
一
次

調

査

の

経

過

主
事

発
掘
調
査
の
場
所

岩
手
県
胆
沢
郡
前
沢
町
古
城
（
地
番
・
地
且
の
詳
細
に
つ
い
て
は
弟
一
章
末
尼
参
照
）

発
掘
調
査
の
期
日

昭
和
三
十
四
年
十
月
二
十
六
日
よ
り
同
十
一
月
二
日
ま
で
の
八
日
間

□

第
二
次

昭
和
三
十
九
年
七
月
二
日
よ
り
同
十
六
日
ま
で
の
十
五
日
間

発

掘

担

当

者

古
城
公
民
舘
長

•
岩
手
大
学
教
授

社
会
教
育
主
事

前
沢
町
教
育
委
員
会
総
務
主
任

県
文
化
財
専
門
委
員
・
県
史
舶
纂
主
任

木 千 菅 板 田

ホ寸 田

小

野

寺 原 橋 中

順 松 孝
__ , ず

-• 丑に

郎 夫 正 勺
ト油

多

美

九



＼「

！ 
, I 

補

助

員

前
沢
公
民
舘
長

古
城
公
民
舘
長

前
沢
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
主
事

地
主
代
表

協

力

者

同

上

•
岩
手
大
学
教
授

同

上

同

上

・
東
北
大
学
教
授

県
文
化
財
専
門
委
員
・
県
史
編
纂
主
任

0
第
二
次

同

同

同

同

同

同

同

同

同

学
生

岩
手
大
学
板
橋
研
究
室
文
部
技
官

第

三

章

調

査

の

経

過

ct: 
/', 高 木 阿 板 司 伊 田 板 藤 ュ^

止 豊 近 佐

々

戸 橋 村 部 橋 東 東 中 橋 田 花 口 藤 木

ー、
汁
心 卯 順 困

J
-＇リ 真 信 喜 温え秀

雄 平 源 雄 雄

多

美
子こ司

敏 裕 宗 博

勝 光 康

1
0
 

1

ー、



第

三

章

調

査

の

経

過

第
一
次
•
第
二
次
の
調
査
期
間
中
、
前
沢
町
長
菊
池
腸
一
、
古
城
農
協
組
合
長
菅
原
栄
治
、
同
参
項
小
野
寺
薫
、
古
城
小
学
校
奴
鈴
木
丈

夫
の
各
位
か
ら
は
多
大
の
援
助
を
う
け
た
し
、
阿
部
亮
―
―
•
同
利
和
（
以
上
第
一
次
）

御
芳
情
を
い
た
だ
い
た
。
古
城
中
学
生
（
佐
藤
信
一
・
戸
回
橋
儀
八
両
教
諭
引
率
）
多
数
の
応
援
、
古
城
婦
人
会
の
慰
間
な
ど
に
対
し
て
も
深

く
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

同 同 同 同 同 岩
手
大
学
板
橋
研
究
室
所
属
学
生

東
北
大
学
大
学
院
学
生
（
孝
古
学
）

岩
手
大
学
板
橋
研
究
室
文
部
技
官

熊 早 木 山 ]出司-Ir_ 
田 工 佐

々

谷 J 11 村 口 村 口 藤 木

・
小
野
寺
消
五
郎
（
第
一
一
次
）
の
語
氏
に
は
宿
泊
で

邦 幸 了 i
1
L
"
 

で点ダ 光 雅 市
寸
1
 

久 式 治 紀 夫 昭 樹 康
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古
瓦
の
出
土
と
従
来
の
所
説
か
ら
遺
跡
ほ
瓦
窯
址
、
古
代
寺
院
跡
、
古
代
城
柵
跡
の
三
者
に
し
ぽ
ら
れ
た
も
の
の
、

る
こ
と
も
で
き
ず
、

お
い
て
は
古
瓦
の
特
に
お
び
た
だ
し
く
出
士
す
る
地
域
に
重
点
を
お
い
て
、

そ
れ
で
図
版
第
一
一
一
に
示
し
た
よ
う
に

A
.
B
.
C
.
D
.
E
の
五
つ
の
地
域
に
ト
レ
ン
チ
を
設
け
た
。
こ
れ
ら
の
地
域
に
は
笹
竹
や
情
が

密
牛
し
て
い
た
の
で
作
業
は
困
難
を
含
わ
め
た
。

B
.
C
.
D
.
E
の
四
地
域
か
ら
は
知
見
を
え
ら
れ
な
か
っ
た
が
、

A
地
域
の
ト
レ
ン
チ

か
ら
調
杏
終
了
一
一
日
前
に
た
っ
て
黄
褐
色
桔
士
に
く
い
こ
ん
で
い
る
黒
褐
色
の
杵
脚
の
痕
跡
を
発
見
し
た
。
本
県
に
お
け
る
今
日
ま
で
の
知

A 

第
一
次
調
査
（
図
版
第
三
）

ま
た
小
範
囲
の
発
掘
で
は
、
そ
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
不
可
能
の
よ
う
に
思
え
た
の
で
、
第
一
次
の
調
査
に

こ
の
遺
跡
は
瓦
窯
址
で
も
な
い
し
、
寺
院
跡
で
も
な
く
て
、
古
代
城
柵
に
関
係
あ
る
建
物
跡
ら
し
い
と
い
う
こ
と
が
考
え

第
二
次
調
査
（
図
版
第
四
）

第
一
次
調
査
の
結
果
、
建
物
跡
ら
し
い
瑣
構
が
図
版
第
一
一
一
の

A
地
域
に
わ
た
っ
て
存
在
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
た
の
で
、
第
一
一
次
調
査
で

ら
れ
る
に
い
た
っ
た
。

見
か
ら
す
れ
ば
、

に
し
た
。 発

掘
の
順
序
と
遺
構
の
概
況

第
四
章

第
一
節

第

四

章

調

調

査

の

成

果

遺

査

の
跡

成

い
ず
れ
と
も
予
測
す

で
ぎ
る
だ
け
広
範
囲
に
わ
た
る
よ
う
ト
レ
ン
チ
を
入
れ
る
こ
と

果

一
四



第
四
章

調

査

の

成

果

建
物
の
柱
脚
痕
跡
の
詳
細
に
つ
い
て
は
次
掲
表
の
ご
と
く
で
あ
る
。

万．

発
見
さ
れ
た
遺
構
の
主
体
を
た
す
も
の
は
建
物
跡
で
、
そ
れ
は
重
複
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
比
較
的
明
瞭
に
発
掘
さ
れ
た
一
棟
に
つ
い
て

み
る
と
、
現
地
表
よ
り
四

O
I五
0
セ
ン
チ
下
の
黄
褐
色
帖
土
に
く
い
こ
ん
で
い
る
柱
脚
痕
跡
は
す
べ
て
礎
石
・
礎
盤
を
用
い
な
い
掘
立
式

乃
至
は
打
込
式
の
も
の
で
、
平
面
形
は
ほ
ぽ
円
形
で
あ
る
。
ま
た
当
然
存
置
す
べ
ぎ
位
置
に
柱
脚
痕
跡
を
検
出
で
ぎ
な
か
っ
た
の
は
、
こ
れ

西
に
ふ
れ
て
お
り
、

ら
柱
脚
痕
跡
が
浅
く
、
旧
地
表
面
が
す
で
に
か
な
り
削
平
さ
れ
て
い
る
た
め
消
滅
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
建
物
の
方
位
は
九
度
―
―

1
0
分
ほ
ど

＊
 

そ
の
平
面
形
は
東
西
七
間
（
実
尺
約
十
尺
間
）
、
南
北
四
間
孟
夫
尺
約
十
一
尺
間
）
で
あ
る
か
ら
南
を
正
面
と
し
た
平

入
の
建
物
で
あ
ろ
う
。
建
物
の
規
模
、
瓦
類
の
出
土
か
ら
み
て
屋
根
に
は
瓦
を
使
用
し
た
時
期
が
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

A

建

物

跡

遺

構

各

説

ほ
A
地
域
の
南
部
を
全
面
的
に
探
索
し
た
。
そ
の
結
果
を
示
し
た
の
が
図
版
第
四
で
あ
る
。
図
版
第
四
の
ベ
ン
チ
・
マ
ー
ク

5
を

図

版

第

―
―
一
の
ベ
ン
チ
・
マ
ー
ク

5
と
照
合
含
れ
れ
ば
、
図
版
第
一
二
上
に
お
け
る
図
版
第
四
の
位
置
を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
は
ず
で
あ
る
そ
の
結
果
、

拾
出
さ
れ
た
建
物
跡
の
柱
脚
痕
跡
は
層
位
的
時
期
差
を
確
認
で
き
な
い
同
一
面
に
お
い
て
何
重
に
も
重
複
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
建
物
の
前

後
関
係
は
不
明
で
は
あ
る
が
何
回
か
に
分
れ
て
造
営
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
す
べ
て
を
発
掘
す
る
こ
と
は

準
に
し
て
算
定
し
以
下
壺
掘
り
で
そ
の
柱
脚
痕
跡
を
追
跡
す
る
方
法
を
と
っ
た
。
樹
木
や
湧
水
に
よ
っ
て
作
業
が
妨
げ
ら
れ
、
未
詳
な
個
所

も
あ
っ
た
が
、

と
も
か
く
も
建
物
跡
の
規
模
を
確
認
し
、

さ
ら
に
竪
穴
住
居
址
三
、

時
間
的
に
も
ゆ
る
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
全
面
発
掘
し
た
地
城
内
に
お
い
て
、

し
が
ら
み
垣
跡
一
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
ぎ
た
。

な
お
こ
れ
ら
の
遺
構
を
通
じ
て
、
そ
の
廃
絶
の
原
因
が
火
災
で
あ
っ
た
よ
う
な
形
跡
は
み
あ
た
ら
な
か
っ
た
。

一
番
明
確
な
建
物
跡
の
柱
脚
痕
跡
か
ら
確
認
し
た
柱
筋
を
基
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備考

1)数値は柱脚痕跡の、東西径x南北仔X深さ (cm)を表す。

2)円はその乎而形が円形なることを示す。

3)打は打込式、掘は掘立式の柱脚痕跡を示す。

第

四

章

調

壺

の

成

果

―
つ
も
同
様
に
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
平
而
形
の
分
る
二
つ

翌
ニ
メ
ー
ト
ル
宜

0
セ
ソ
チ
の
隅
丸
方
形
で
あ
る
の
で
、
他
の

竪
穴
住
居
月
が
一
二
つ
発
見
さ
れ
た
。
う
ち
二
つ
の
平
而
形
は

前
に
の
べ
た
よ
う
に
建
物
跡
の
追
跡
中
に
、

こ
の
地
域
か
ら

c
竪

穴

住

居

址

ほ
ぽ
同
時
代
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
し
が
ら
み
垣
列
跡
は
出
士
遺
物
か
ら
み
れ
ば
建
物
跡
と

さ
れ
た
垣
（
し
が
ら
み
）
跡
と
酷
似
し
て
い
る
。

ど
の
崖
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
い
っ
た
地
形
と
打
込
柱
脚
痕
跡

幅
の
道
路
の
北
へ
り
で
、
道
路
の
南
側
は
ニ
ー
一
ニ
メ
ー
ト
ル
ほ

の
配
列
は
、
時
代
は
降
る
が
安
倍
氏
時
代
の
柵
跡
と
み
ら
れ
る

り

し

｝

う

紫
波
郡
紫
波
町
の
苦
知
鳥
館
の
外
柵
列
の
き
ら
に
外
側
で
発
見

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
そ
の
ニ
メ
ー
ト
ル
南
は
四
メ
ー
ト
ル

の
限
界
は
未
確
諮
で
は
あ
る
が

一
メ
ー
ト
ル
程
存
続
し
て
い

跡
が
あ
る
。
径
一
五
セ
ソ
チ
の
丸
い
打
込
式
の
も
の
で
、
東
四

建
物
跡
の
ニ
―
メ
ー
ト
ル
南
方
に
東
四
に
長
く
走
る
柱
脚
真

B

し
が
ら
み
垣
列
跡

ー~

ノ‘

9
9

↓
 



第
四
窪

調

査

の

成

果

①
土
師
器
（
図
版
第
五
•
第
六
）

土
ま
で
の
間
に
出
土
し
た
。

七

の
う
ち
南
側
に
あ
る
も
の
に
つ
い
て
ほ
北
壁
よ
り
に
カ
マ
ド
の
右
組
の
跡
と
、
中
央
部
か
ら
ロ
ク
ロ
の
痕
跡
の
あ
る
坊
糸
の
士
師
器
の
破
片

が
、
若
千
の
瓦
と
と
も
に
散
乱
し
た
状
態
で
発
見
含
れ
た
。
竪
穴
上
面
の
出
土
品
は
前
記
の
士
師
器
・
瓦
だ
け
で
須
恵
器
そ
の
他
は
発
見
さ

れ
な
か
っ
た
。
北
側
の
竪
穴
住
居
址
の
出
士
品
も
南
側
の
そ
れ
と
ほ
ぽ
同
様
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
竪
穴
住
居
址
を
全
掘
粕
査
す
る
時
間
的

余
裕
は
な
か
っ
た
の
で
明
確
に
は
い
え
な
い
が
出
土
品
か
ら
み
れ
ば
建
物
跡
よ
り
一
時
期
古
い
時
代
の
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

図
版
第
三
に
お
い
て
ベ
ソ
チ
・
マ
ー
ク

5
よ
り
酉
方
滸
路
沿
い
約
二
四

0
メ
ー
ト
ル
の
消
路
の
南
側
に
お
い
て
賓
跡
の
一
部
が
破
壊
さ
れ

て
残
っ
て
い
た
。
道
路
改
修
工
事
の
際
こ
の
部
分
の
土
を
と
り
崩
し
て
搬
出
し
道
路
路
僻
固
め
に
充
当
し
た
の
で
、
大
部
分
が
崩
壊
し
、
状

底
部
の
ご
く
一
部
（
焼
成
口
近
く
の
一
部
か
）
だ
け
が
残
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
土
師
堺
と
須
恵
器
の
破
片
が
散
布
し
て
い
た
が
、

瓦
片
は
な
か
っ
た
。
こ
の
場
所
は
字
前
堀
で
、
小
川
に
臨
む
斜
面
（
西
向
彦
）
で
あ
る
。
こ
の
斜
面
に
は
、

土
器
は
第
一
次
•
第
二
次
調
杏
時
の
出
士
で
、
別
表
の
ご
と
く
土
師
杯
の
小
破
片
が
そ
の
殆
ど
で
あ
る
。
瓦
と
同
様
表
ヒ
か
ら
黄
糾
色
帖

そ
の
殆
ど
は
細
小
の
破
片
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
い
く
ぶ
ん
で
も
器
形
の
分
る
も
の
に
つ
い
て
の
べ
る
と
、
杯
ー
・
杯

ll
．
杯

m
．
杯

廿

土

土

器

跡
は
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
。

D

土
師
・
須
恵
窯
跡

第

二

節

出

_L 

ゴ＂
l
l
 

ー．

こ
こ
一
ヵ
所
だ
け
で
他
に
は
窄



1' 

D

坑

n
（
図
版
第
六

W
イ
・
ロ
・
ハ
）

c
 

B
 

A
 堅

い
（
註
、
爪
で
無
傷
、

1
0
円
銅
貨
で
傷
つ
く
程
度
）
。
第
二
次
調
査
時
出
土
。

ロ
ク
ロ
挽
で
は
あ
る
が
休
下
部
に
よ
こ
な
で
の
虹
跡
が

（
江
、

j
同
門
巳

1

-ofl虚
1ノ

ロ
ク
ロ
挽
、
糸
切
痕
が
あ
る
。
ざ
ら
つ
い
た
感
じ
の
胎

杯
ー
（
図
版
第
五

I
)

一
セ
ン
チ
六
ミ
リ
、
高
含
―
―
―
セ
ン
チ
五
ミ
リ
、
底
径
六
セ
ン
チ
、
体
部
厚
吝
四
ミ
リ
‘

か
に
内
弯
し
な
が
ら
外
傾
し
、

杯

II
（
図
版
第
五

Il)

口
縁
部
に
い
た
っ
て
軽
く
外
反
し
て
い
る
。

口
縁
部
に
か
け
て
の
カ
ー
ブ
は
倅

存
す
る
。
器
体
は
若
干
の
起
伏
ゃ
ゆ
が
み
も
み
え
て
い
る
。
や
や
ざ
ら
つ
い
た
感
じ
の
胎
土
で
、
色
調
は
土
師
特
有
の
淡
い
麿
褐
色

推
定
口
径
―
ニ
セ
ン
チ
、
高
含
三
セ
ソ
チ
―
―
ミ
リ
‘
坑
ー
に
比
し
て
や
や
薄
手
で
、
平
べ
っ
た
い
感
じ
で
あ
る
。
底
部
か
ら
口
緑

部
に
か
け
て
の
カ
ー
ブ
は
内
弯
を
伴
う
が
ほ
ぽ
直
線
的
に
外
傾
し
て
い
る
。

土
で
、
色
調
は
黄
褐
色
、
内
外
面
に
鼠
色
の
斑
文
が
あ
り
、
内
面
に
は
煤
の
附
着
が
み
ら
れ
る
。
硬
さ
は
墜
い

で
無
傷
、
釘
で
偽
つ
く
程
度
）
が
比
較
的
も
ろ
い
。
第
二
次
調
査
時
出
土
。

杯

Ill
（
図
版
第
五

III)

底
径
五
セ
ン
チ
弱
、
咲
部
の
み
で
上
半
部
は
欠
除
の
た
め
不
明
で
あ
る
。

あ
り
、
糸
切
で
あ
る
。
坑

I
.
I
T
よ
り
底
部
は
厚
い
。
内
外
面
と
も
黒
褐
色
の
粗
製
で
、
煤
の
附
許
が
い
ち
ち
る
し
い
。
硬
さ
は
ば

胚
の
底
部
に
厚
手
の
外
反
し
た
台
部
の
つ
く
も
の
で
、
胚
部
が
欠
損
し
て
い
る
し
、

ま
た
台
部
も
完
船
に
近
い
も
の
は
少
な
い
。

を
お
び
て
い
る
。
硬
さ
は
叩
軟
か
い

（
註
、
爪
で
傷
つ
く
程
度
）
。
第
二
次
調
査
時
出
土
。

ロ
径

lv
．
椀
の
器
形
が
あ
る
。

第
四
章

調

査

の

成

呆

ロ
ク
ロ
使
用
の
炭
跡
を
と
ど
め
、
底
部
に
は
糸
切
担
か

八

“ 



第
四
章

調

脊

の

成

果

③

須

恵

器

（

図

版

第

七

イ

・

ロ

・

ハ

・

ニ

）

う
ち
い
く
ぶ
ん
で
も
明
ら
か
な
も
の
に
つ
い
て
記
す
と
、
台
径
九
セ
ン
チ
四
ミ
リ
、
台
高
一
セ
ン
チ
六
ミ
リ
と
大
形
で
直
線
的
に
外

(
l
v
•イ
）
、
台
径
八
セ
ソ
チ
ニ
ミ
リ
、
台
高
一
七
ン
チ
七
ミ
リ
で
外
反
し
、
台
部
の
跳

(
W
・
ロ
）
、
台
径
天
セ
ン
チ
四
ミ
リ
、
台
高
七
ミ

lJ
、
外
側
は
瑶
由
で
、
内
側
は
傾
斜
し
、
鈍
角
一
一
一
角
形

(lV
・
ハ
）
な
ど
様
々
で
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
杯
部
と
台
部
は
別
々
に
つ
く
り
、

-
L
 

-
J
 
（
イ
）
、
他
は
叩
文
が
細

の
ち
こ
れ
を
接
合
し
て
、

か
る

く
ロ
ク
ロ
で
成
形
す
る
と
い
う
技
法
を
と
っ
て
い
る
。
盛
体
を
み
た
感
じ
で
は
杯
ー
に
も
似
た
も
の
が
多
か
っ
た
。
第
二
次
調
脊
叶

口
径
＝
―
ニ
セ
ソ
チ
四
ミ
リ
、
高
含
五
セ
ン
チ
天
ミ
リ
、
底
径
五
セ
ン
チ
四
ミ
リ
、
体
部
厚
さ
戸
ミ
リ
強
、

口
緑
・
底
部
を
含
む
完

お
う
よ
そ
は
推
定
で
ぎ
る
。
底
部
か
ら
口
縁
部
に
か
げ
て
の
カ
ー
ブ
は
内
門
し
な
か
ら
外

ロ
ク
ロ
の
直
跡
は
誇
め
ら
れ
る
が
、
宜
部
の
所
謂
切
は
な
し
技
法
は
不
明
。
や
や
ざ
ら
つ
い
た
感
じ
の
胎
上
で
、
色

大
形
容
罪
の
口
休
部
の
小
破
片
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
外
面
た
て
の
ヘ
ラ
削
り
仕
上
げ
、
内
面
よ
こ
な
で
の
技
仏
を
も
っ
た
厄
さ
一

セ
ソ
チ
前
後
の
も
の
で
あ
る
。
表
面
は
か
な
り
あ
れ
て
お
り
、
暗
麿
褐
色
を
呈
し
て
い
る
。
第
二
次
調
査
時
川
上
。

ず
べ
て
大
形
容
器
の
小
破
片
で
あ
る
。
口
縁
部
一
と
同
体
部
一

0
で
あ
る
が
、
施
文
技
法
の
明
瞭
な
胴
体
部
の
四
に
つ
い
て
の
べ
る

と
、
内
外
而
に
軍
掬
平
行
条
痕
叩
文
を
有
す
る
も
の
二
、
う
ち
一
は
叩
文
が
粗
大
、
厚
さ
一
セ
ソ
チ
三
ミ
リ

F

そ

の

他

調
は
橙
渇
色
。
硬
さ
は
哨
軟
か
い
。
第
一
次
調
壺
時
出
上
。

傾
し
て
い
る
。

形
の
一
二
分
の
一
秤
度
を
遺
存
す
る
の
で
、

E

焼
（
図
版
第
六

V
)

出
土
。

の
嬬
を
も
つ
も
の

は
角
ば
っ
て
い
る
も
の

傾
し
、
台
部
の
端
は
丸
味
を
も
っ
た
も
の
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(1) 

A

軍
弁
紐
花
文
覺
瓦

孜
弘
＾
必

瓦

（
図
版
第
八
ー
＿
口
。

類
は
ま
だ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

ど
に
よ
っ
て
記
述
す
る
。

砥
片
が
多
い
の
で
、

昭
和
二
十
囮
年
度
の
発
枷
潤
芥
の
際
の
出

K
品
な

本
年
度
の
発
掘
に
お
い
て
も
瓦
の
田
七
は
相
↓
ー
友
っ
た
が
、

瓦

類

る
。
誘
化
が
著
し
い
。
第
二
次
調
杏
時
出
土
。

た）
J

刈こ

ー

k

4

,

|

 

L
 
ー

瓦、

の
ゃ

1
L
‘
0
3
 

T

I

J

 

花
J

9
-

、

(

／
さ
~
ん

,1'，＇
,
1
,
9
1
1
し

i.

内
而
無
文
（
ハ
）
、
外
而
罰
日
状
の
ひ
つ
か
ャ
日
と
内
川
な
で

歿
存
部
の
長
含
五
セ
ン
チ
四
ミ
リ
、
両
端
は
発
訓
時
に
ナ
で
に
欠
担

し
て
い
た
。
断
面
か
ら
み
る
と
一
辺
六
ミ
リ
の
方
形
の
鉄
釘
残
片
で
あ

明
後
沢
遺
跡
か
ら
出
土
し
て
い
る
瓦
の
柿
類
は
、

板
、
平
瓦
、

丸
瓦
な
ど
で
、

し

び冗
尾
瓦
、

の
＇
」賃
斗
瓦
、

鉄
製
品
（
図
版
第
六

H
)

瘍
つ
く
四
股
゜

第
一
次
•
第
二
次
潤
杏
叶
畠
卜
。

と
で
あ
る
。

色
は
黒
味
が
か
っ
た
汽
青
色
。

小
で
厚
含
七
ミ
リ

；
 

-

l

(
｝
 

め
ん
＇
二
面
．
ー
瓦
、

i
j
 

文
字
瓦
の

硬
き
は
げ
で
双
方
と
も
" 二
'--'' 

（
口
）
、
外
而
の
み
軍
げ
平
行
条
真
叩
文
が
あ
り
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台
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破

片
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ロ

緑

（

氏

部 明
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・
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彼
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3 ． 

ソ
チ
で
、

い
ず
れ
も
明
餃
瓜
の
も
の
よ
り
も
大
き
い
。

か
つ
中
尻

二
―
セ
ン
チ
、
佐
奥
国
分
寺
、
且
．
エ
寺
の
い
瓦
は
一
九
二

0
セ

と
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
多
買
城
の
重
弁
辿
花
文
鯰
几
は
径

兄
占
鱈
か
ら
も
出
土
し
て
お
り
、
佐
奥
囚
の
官
用
の
正
J
L
の
正
糸

は
多
賀
城
砂
〖
第
2

凶
左
）
且
奥
口
分
寺
鱈
（
第
2

図
中
）
、
同

（
凶
版
第
九
の
下
の
厚
具
は
そ
の
中
の
七
個
で
あ
る
）

註
9

こ
れ
と
詞
じ
も
の
か
い
沢
城
恥
如
よ
ひ
北
上
市
稲
瀬
町
袖
谷
地

lJ10 

の
仏
印
山
瓦
窯
址
か
ら
も
兄
11ん
さ
九
て
い
る
。

直
弁
旱
化
文

凡

さ
れ
た
。

る
。
こ
の
種
の

瓦
は
本
年
度
の
兄
拡
で
は
仮
片
か
―
二
個
元
兄

化
文
と
周
縁
と
の
間
に
一
条
の
糾
い
隆
起
線
か
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い

い
も
の
が
多
い
。

周
緑
は
無
文
で
、

五
田1
1
 

径
一
六
•
四
セ
ン
チ
。
先
端
ふ
く
よ
か
な
丸
味
を
帯
び
て
隆
起

し
て
い
る
辿
弁
八
葉
か
ら
な
る
径
―
―
―
•
五
セ
ン
チ
の
連
花
文
を

・
七
セ
ン
チ

の
小
弁
か
凧
っ
て
い
て
重
弁
辿
花
文
と
な
っ
て
い
る
。
中
因
は
径

三
・
三
セ
ン
チ
の
二
段
の
日
を
な
し
て
突
出
し
、
中
心
に
径
ー
―
―
ミ

•
三
セ
ン
チ
あ
る
。
連

リ
の
地
’
す
一
個
を
説
い
て
い
る
Q

J

の
連
子
は
磨
誠
し
て
兄
え
な

内
区
に
お
い
て
い
る
。
各
連
弁
の
基
部
に
は
長
さ
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第2図 各地出土の重弁蓮花文鱈瓦

（左）多賀城

る。
も
の
が
あ
っ
て
、

そ
れ
に
よ
っ
て
全
形
を
察
す
る
こ
と
が
出
来

が
、
二
戸
郡
浄
法
寺
町
小
田
島
勝
郎
氏
所
有
の
先
代
故
小
田
島

わ
れ
わ
れ
の
発
掘
に
よ
っ
て
は
破
片
が
出
た
の
み
で
あ
る

B
 

（中）陸奥国分寺

隆
起
線
が
な
い
点
か
大
ぎ
な
ち
が
い
で
あ
る
。
中
厨
の
上
は
す

も
、
明
後
沢
の
も
の
と
同
じ
で
あ
る
。
附
花
文
と
周
縁
の
間
の

も
小
さ
い
が
、
明
後
沢
の
も
の
よ
り
は
ニ
セ
ン
チ
大
き
い
だ
け

径
一
八
•
五
セ
ン
チ
で
、
多
賀
城
や
陸
奥
囚
分
寺
の
も
の
よ
り

（右）仙台市燕沢

の
蓮
子
の
数
も
明
後
沢
の
も
の
が
一
個
で
あ
る
の
に
対
し
て
多

賀
城
・
国
分
寺
の
も
の
は
五
個
あ
っ
て
、

そ
の
間
に
ひ
ら
き
が

沢
出
土
の
重
弁
蓮
花
文
釣
瓦
（
第

2
図
右
）

た
と
し
て
も
一
個
で
あ
ろ
う
。

で
あ
る
。
こ
れ
は

で
、
非
常
に
よ
く
似
て
い
る
。
中
房
が
二
段
に
な
っ
て
い
る
点

れ
て
い
る
の
で
、
州
子
の
有
無
は
は
っ
ぎ
り
し
な
い
が
、
あ
っ

素
弁
江
花
文
鐙
瓦
（
図
版
第
一
―
•
第1
図
下
）

禄
郎
氏
の
収
集
品
（
図
版
第
一
―
下
）
中
に
ほ
ぽ
完
形
に
近
い

あ
る
。
明
後
沢
出
土
の
も
の
に
も
っ
と
も
近
い
の
は
仙
台
市
燕



1
1
1
1
 

B
 

IL部
に
接
続
し
て
い
る
。

A
 

(2) 

宇

瓦

疫
の
発
掘
で
は
二
個
出
土
し
た
だ
け
で
あ
る
（
図
版
第

一
上
）
。
三
十
四
年
の
発
掘
で
も
二
個
出
て
い
る
。

央
で
約

径
一
四
•
四
セ
ン
チ
。
周
縁
内
部
を
中
央
に
お
い
て
交
又
す
る
四
本
の
沈
線
に
よ
っ
て
八
等
分
し
て
、
八
葉
の
蓮
花
文
を
あ
ら
わ
し
た
た

け
の
簡
単
な
も
の
で
、
中
房
、
小
弁
、
間
線
な
ど
を
欠
い
て
い
る
。
連
弁
は
ふ
く
ら
み
を
有
し
、
そ
の
背
に
一
本
の
か
す
か
な
隆
線
が
あ
る

周
縁
は
無
文
で
あ
る
が
、

そ
の
内
縁
は
円
を
な
さ
ず
、
蓮
弁
の
先
端
に
し
た
が
っ
て
、
八
化
状
に
く
ぽ
ん
で
い
る
。
瓦
当
部
の
暦
さ
は
中

・
三
セ
ン
チ
で
か
な
り
に
薄
い
。
瓦
当
部
の
裏
面
は
縁
が
高
く
、
三
・
三
セ
ン
チ
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
瓦
当
面
の
裏
が
浅
い
筒
状

に
突
出
し
て
い
る
鐙
瓦
は
福
島
市
腰
浜
廃
寺
、
福
岡
県
塔
の
原
廃
寺
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
。
数
は
重
弁
連
花
文
鐙
瓦
に
比
べ
て
少
く
、
本
年

述
珠
文
宇
瓦
第
一
類
（
図
版
第
―
二
•
第

3

図
上
）
上
弦
輻
二
五
セ
ン
チ
、
下
弦
幅
二
七
・
八
セ
ン
チ
。
弧
深
一

0
セ
ン
チ
。
瓦
当

正
面
に
型
押
に
よ
る
九
個
の
珠
文
を
並
べ
た
も
の
で
あ
る
。
珠
文
と
珠
文
の
上
下
に
は
向
い
あ
っ
た
一
一
個
の
三
角
形
か
の
こ
さ
れ
て
い
る
。

内
区
の
周
囲
は
界
線
で
囲
ま
れ
て
い
る
が
、
右
か
、
左
か
一
方
の
蝙
で
は
界
線
は
見
ら
れ
す
、
珠
文
の
％
ほ
ど
の
も
の
が
兄
ら
れ
る
。
こ
れ

に
よ
っ
て
考
え
る
と
こ
の
宇
瓦
は
一

0
個
の
珠
文
を
も
っ
た
型
に
よ
っ
て
作
製
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

mは
例
顎
で
、
縄
日
が
縦
の
方
向
に
附
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
一
重
も
し
く
は
二
重
の
波
文
が
揺
か
れ
て
い
る
。
頒
は
段
を
な
し
て
平

こ
れ
と
同
じ
文
様
の
宇
瓦
は
多
賀
城
・
陸
奥
国
分
寺
・
胆
沢
城
な
ど
か
ら
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。

（
第

5
凶
）

辿
珠
文
字
瓦
第
二
類
（
図
版
第
一
三
左
・
第

3
図
中
）
上
弦
輻
二

0
・
五
セ
ン
チ
、
下
弦
輻
一
一
三
・
五
セ
ン
チ
、
弧
深
九
・
五
セ
ン
チ
、

凡
当
正
面
に
九
個
の
珠
文
が
並
ん
で
い
る
の
は
第
一
類
に
同
じ
で
あ
る
が
、
珠
文
は
型
押
に
よ
ら
ず
、
沈
線
に
よ
っ
て
い
る
。
顎
の
文
様
、

断
血
の
形
は
弟
一
類
と
回
し
で
あ

9
3
出
土
軍
は
叫
有
に
比
し
エ
少
く
、
本
午
反
珀
伽
で
は
弟
一
娯
一
―
一
個
に
対
し
、
第
一
―
類
一
個
で
あ
る
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"'外午J 

3 
上図

珠辿 宇

亨 瓦
羞
ーの
類

型

中式

I 
贔
類ニニニ↑
無
文
字
瓦

一五



＇ 

．

曹

9

，
．
，

1
,

ー
・

1
9
,
9
1
,

＇

•
9
,
.
,
'

•• 
,
 

，
 

“
旧
'
r
•
9

無
文
字
瓦
（
図
版
第
一
三
右
•
第
3

図
下
）
瓦
当
正
面
に
何
も
文
様
の
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。
正
面
は
凸
凹
が
あ
っ
て

平
坦
で
は
な
い
。
加
は
蹄
額
で
あ
る
が
、
顎
を
区
劃
す
る
段
は
な
く
縦
方
向
の
縄
目
が
通
っ
て
い
る
。
本
年
度
五
個
出
土
し
た
。

無
文
の
宇
瓦
は
陸
奥
国
分
寺
跡
、
福
島
県
双
葉
郡
五
番
廃
寺
跡
か
ら
も
発
見
さ
れ
て
い
る
か
、
出
土
瓦
全
体
の
う
ち
に
占
め
る
量
少
い
。

瓦
（
図
版
第
一
四
•
第
4

図
）
い
わ
ゆ
る
鬼
面
の
鬼
板
が
昭
和
三
十
四
年
に
二
個
出
土
し
、
古
城
小
学
校
に
保
管
さ
れ
て
い

一
個
は
向
っ
て
左
上
の
部
分
で
、
八
個
の
破
片
か
ら
な
り
、
全
体
の
四
分
の
一
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
と
な
る
（
図
版
第
一
四
左
）
他
も
同

し
く
左
上
部
で
、
四
個
の
破
片
か
ら
な
り
、
前
者
よ
り
は
小
さ
く
、
全
体
の
約
六
分
の
一
の
大
い
さ
で
あ
る
。
前
記
小
田
島
勝
朗
氏
の
蔵
品

中
に
先
代
発
掘
の
明
後
沢
遺
跡
お
よ
び
稲
瀕
瓦
窯
址
出
土
の
こ
れ
と
同
種
の
鬼
板
の
破
片
が
あ
り
（
図
版
第
一
五
）
、
そ
れ
ら
を
参
考
と
し

て
復
原
す
る
と
第

4
図
の
よ
う
な
鬼
板
と
な
る
。

す
な
わ
ち
高
さ
四
ニ
セ
ン
チ
‘
幅
約
四

0
セ
ン
チ
の
ア
ー
チ
形
の
鬼
板
で
、
下
端
は
普
通
の
鬼
板
が
下
娼
中
央
部
に
丸
瓦
の
は
い
る
半
円

形
の
く
り
こ
み
を
有
し
て
い
る
の
と
異
っ
て
、
全
体
に
わ
た
っ
て
、

ゆ
る
や
か
な
弧
状
の
カ
ー
ブ
を
な
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
形
は
鬼
板

鬼
板
と
い
う
も
の
の
、
こ
の
時
代
の
鬼
瓦
は
後
世
の
鬼
瓦
の
よ
う
に
角
の
あ
る
鬼
の
顔
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
な
く
、
牙
を
む
き
出
し
た

怪
限
の
顔
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
、
顔
は
高
さ
五
セ
ソ
チ
ぐ
ら
い
の
隆
起
線
で
あ
ら
わ
さ
れ
て
お
り
、
眼
球
の
部
分
が
盛
上
っ
て
い
る
ほ
か

は
ほ
と
ん
ど
凸
凹
が
な
く
平
面
的
で
あ
る
。
目
は
眼
球
を
一
端
と
す
る
三
個
の
長
円
形
の
組
合
せ
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
、
耳
は
上
端
が
渦
巻

状
に
あ
ら
わ
さ
れ
て
、
歯
牙
は
表
現
が
省
略
さ
れ
て
文
様
的
に
な
っ
て
い
る
。
概
し
て
写
実
的
で
は
な
く
、
文
様
化
さ
れ
て
い
る
。
獣
面
の

周
囲
、
下
方
以
外
に
は
幅
六
セ
ン
チ
ほ
ど
の
外
区
が
あ
り
、
二
本
の
隆
起
線
の
間
に
、
中
央
に
点
を
有
す
る
径
約
三
・
ニ
セ
ン
チ
の
円
文
を

一
三
個
配
し
て
い
る
。
釘
孔
は
な
い
。
原
さ
は
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
差
が
あ
り
、
二
六
ー
三
三
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
で
あ
る
。
裏
面
に
は
縦
方
向
の

と
し
て
は
異
例
で
あ
っ
て
、
他
に
類
例
を
知
ら
な
い
。

る。 (3) 

鬼

c
 第
四

章

調

丘

の

成

果

二
六
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兄
さ
れ
て
い
る
か
ら
、

作
に
か
な
り
の
差
か
あ
る
か
ら
、

時
代
が
ち
が
う
と
見
た
方
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。

囮

瓦

の

年

代

(5) 

丸

瓦

吹
き
出
し
の
あ
る
も
の
が
若
干
あ
る
。

も
大
き
な
破
片
で
あ
ろ
う
。

を
打
し
、
凸
面
は
無
文
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
無
文
の
も
の
が
多
い
が
、

こ
れ
も
完
形
の
も
の
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
有
段
の
普
近
の
塑
で
あ
る
。

以
上
に
見
た
鐙
瓦
二
種
、
宇
瓦
三
種
、
鬼
板
一
種
の
う
ち
、
重
弁
連
化
文
鑑
瓦
、
辿
珠
文
宇
瓦
第
一
類
、
第
二
類
、
鬼
血
、
鬼
板
が
セ
ッ

ト
を
な
し
て
、
同
時
存
在
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぽ
間
違
い
な
か
る
う
。
索
升
連
化
文
凶
北
と
無
文
宇
北
は
こ
れ
ら
と
同
時
の
も
の
で
あ
る
か
、

あ
る
い
は
時
代
の
お
く
れ
る
も
の
で
あ
る
か
、
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
爪
弁
連
化
文
幻
凡
と
糸
升
連
化
父
鐙
J
L
を
比
べ
て
み
る
と
、

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
重
升
連
化
文
鐙
瓦
、
連
珠
文
宇
瓦
、
鬼
血
鬼
板
の
い
ず
れ
も
か
、
延
暦
二
十
一
年
（
八

0
1
―
)
か
ら
造
営
の
は
じ

ま
っ
た
胆
沢
城
に
も
使
用
さ
れ
て
お
り
、

し
か
も
こ
れ
ら
の
瓦
を
焼
い
た
窯
は
胆
沢
城
よ
り
も
四
キ
ロ
東
北
ガ
の
北
上
市
稲
瀬
に
お
い
て
発

こ
れ
ら
の
瓦
の
製
作
年
代
の
上
限
は
延
暦
―
―
十
一
年
で
あ
る
3

そ
の
下
限
は
怪
奥
国
分
寺
に
お
い
て
、
連
珠
文
宇
瓦

か
承
平
四
年
の
火
災
の
際
の
焼
土
の
層
よ
り
も
下
か
ら
出
て
い
る
か
ら
、
承
半
四
年
（
九
二
四
）
に
水
め
ら
る
ぺ
き
で
あ
ろ
う
。

贋
一
十
一
年
か
ら
承
乎
四
年
ま
で
の
一
三
二
年
間
の
い
ず
れ
か
の
時
点
に
お
い
て
、

(4) 

平

瓦

つ

る

は

ャ

団
し
鬼
板
の
破
片
が
や
は
り
胆
沢
城
お
よ
び
稲
瀬
鶴
判
衣
の
凡
窯
址
か
ら
出
土
し
て
い
る
C

瓦
の
中
で
は
も
っ
と
も
多
い
も
の
で
あ
る
か
、
元
全
な
形
て
出
た
も
の
は
な
い
。
ト
11
城
小
学
校
所
威
の
も
の
か
も
っ
と

訓
日
が
つ
け
ら
れ
て
あ
る
。

弟
四
章

調

杏

（
図
版
第
一
六
）
。
長
さ
約
四

U
セ
ン
チ
。
輻
は
二
八
七
ン
チ
く
ら
い
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
う
。
凹
面
に
布
廿

の

結

呆

．
 

叫,'’

こ
れ
ら
の
瓦
が
製
作
さ
れ
た
こ
と
は
闊
追
い
な
い
。
し

ニ
八

つ
ま
り
延

そ
の
は
か
、
縦
に
羅
日
を
走
ら
せ
た
も
の
も
あ
る
。
ま
た
日
然
釉
の

そ
の
製
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ゾ
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し
一
三
二
年
間
の
い
ず
れ
か
の
時
点
で
は
歴
史
上
の
年
代
決
定
と
し
て
は
輻
が
あ
り
す
ぎ
る
か
ら
、
も
っ
と
限
定
し
て
考
え
る
必
要
が
あ

Q'1
，
ー
／
i

ヘ

こ
れ
以
上
細
い
年
代
決
定
を
な
し
う
る
確
実
た
根
拠
は
た
い
。
た
だ
瓦
の
様
式
が
奈
良
時
代
末
の
瓦
に
近
い
か
ら
、
九
世
紀
中
の
製

.

0

作
で
は
な
か
っ
た
か
と
の
推
定
が
可
能
で
あ
る
の
み
で
あ
る
。
殻
近
工
藤
雅
樹
君
は
連
珠
文
字
瓦
お
よ
び
宝
相
花
文
鍔
瓦
、
歯
車
文
節
瓦
な

っ
ぐノ

9

ー
|
ど
が
陸
奥
国
分
寺
跡
か
ら
臆
し
く
出
士
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

在
来
の
瓦
が
破
捐
傷
し
た
後
に
、

た
新
羅
人
を
陸
明
国
修
罪
府
妍
迎
瓦
事
に
預
け
て
、
其
道
に
長
じ
た
る
者
と
し
て
相
従
っ
て
伝
習
せ
し
め
た
と
い
う
「
三
代
実
録
」
の
記
屯

と
こ
れ
ら
の
瓦
の
出
現
を
関
係
せ
し
め
て
考
え
て
い
る
。
こ
の
説
に
し
た
が
え
ば
、
同
じ
連
珠
文
字
瓦
の
あ
る
明
後
沢
の
瓦
の
年
代
は
貞
観

十
二
年
（
八
七

0
)
以
後
そ
れ
に
近
い
時
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
叩
沢
城
出
土
の
瓦
も
胆
沢
城
創
建
当
初
の
も
の
と
は
い
え
な
く
な
る
わ
け

で
あ
る
。

ま
だ
決
定
的
な
説
と
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
輿
味
あ
る
一
説
で
あ
る
こ
と
を
失
わ
な
い
の
で
、
参
考
ま
で
に
こ
こ
に
紹
介
し
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覚
数
城
説
の
伝
承

第
四
章
第
一
節
で
既
述
し
た
ご
と
く
、
明
後
沢
古
瓦
出
士
遺
跡
は
第
一
次
発
掘
の
結
果
、
瓦
窄
跡
で
も
な
く
古
代
寺
院
闘
で
も
な
い
こ
と

が
判
明
し
た
。
そ
し
て
第
一
一
次
発
掘
調
杏
に
よ
っ
て
古
代
城
柵
ら
し
い
証
徴
が
発
見
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

小
田
島
禄
郎
氏
は
昭
和
十
年
に
、
こ
の
遺
跡
を
古
代
城
柵
跡
と
推
考
し
て
い
た
こ
と
は
第
二
章
第
一
項
に
お
い
て
既
述
し
て
お
い
た
と
お

り
で
あ
る
。
そ
れ
た
ら
ば
、

て
、
決
し
て
胆
沢
築
城
後
の
も
の
で
も
無
か
ら
う
」
と
だ
け
慎
重
に
記
述
し
て
、
覚
悠
城
と
明
言
す
る
こ
と
を
避
け
つ
つ
も
、
そ
れ
ら
し
い

小
田
島
氏
よ
り
以
前
明
治
九
年
に
士
地
の
故
老
岩
淵
寿
―
―
―
斎
は
覚
整
城
か
と
い
う
伝
承
を
屯
ぃ
ぎ
残
し
て
い
る
（
第
ニ
ギ
早
三
項
参

照
）
。
こ
の
前
年
、

区
長
柏
竹
斎
と
村
有
志
が
合
議
し
「
北
は
明
後
沢
、
南
は
板
子
沢
に
挟
ま
れ
た
高
台
ヶ
所
は
一
見
し
て
古
城
郭
の
面
影
を
存
し
て
お
り
、
伝

説
叉
往
古
此
処
に
覚
笠
城
と
称
す
る
城
が
あ
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
満
場
一
致
、
古
城
村
」
と
命
名
し
て
い
る
（
註

5
参
照
）
。
故
老
万

註

11

―
―
一
斎
の
筆
録
に
は
「
字
中
畑
に
あ
る
古
館
の
址
は
覚
整
城
の
跡
な
り
と
伝
う
」
と
あ
り
、
覚
呼
城
の
下
に
「
大
伴
駿
河
麻
昌
の
築
き
し
も

の
」
と
細
註
が
施
し
て
あ
る
。
こ
の
細
註
は
、

り
と
伝
う
」
と
い
う
所
伝
に
も
と
づ
い
て
、
当
時
村
の
有
識
者
で
あ
っ
た
寿
―
―
一
斎
（
自
身
で
寺
子
屋
を
開
い
て
い
た
、
江

5
参
照
）
が
何
ら

か
の
文
献
か
知
友
か
ら
の
聴
間
に
よ
り
翁
自
身
が
付
加
し
た
註
記
で
あ
ろ
う
。
覚
徽
城
を
造
立
し
た
の
は
大
伴
駿
河
麻
呂
で
あ
る
と
い
う
の

第
五
章

含
て
、

考

察

こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
表
現
を
し
て
い
る
。

そ
の
城
柵
は
何
な
の
か
、

明
治
八
年
十
月
に
伊
芹
藩
以
来
の
旧
村
小
山
・
中
畑
•
関
の
一
二
村
と
稲
置
村
の
一
部
と
が
合
併
す
る
際
に
、
当
時
の
管

第
Il
章

考

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
「
位
置
が
胆
沢
城
よ
り
数
里
の
南
方
に
あ
る
こ
と
か
ら
見

お
そ
ら
く
土
地
の
伝
承
に
よ
っ
て
筆
録
し
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。

察

「
覚
際
城
の
跡
あ
り
な



'̀,＇1
i
_
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覚
緊
城
の
造
立
年
代

そ
れ
で
は
覚
際
城
の
造
立
は
い
つ
頃
な
の
か
。

る。

第
五
章

考

は
、
明
ら
か
に
誤
り
で
あ
る
し
、

大
伴
駿
河
麻
呂
築
城
説
の
誤
り

9
9
.
＇
，
ー
，
9
,
；

伽
i

,

'

，
 

`
・
1
9
1
、

1•• 
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t
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9

、＇ 

田
村
庶
門
な
ら
ば
い
苓
知
ら
ず
、
駿
河
麻
呂
な
ど
と
い
う
名
前
が
東
北
咋
間
に
知
ら
れ
て
い
る
と
は
考
え

乃
―
―
一
斎
の
筆
録
に
覚
熊
城
造
立
者
は
大
伴
駿
河
麻
呂
と
許
記
し
て
あ
る
が
、
こ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。
そ
の
罪
由
を
次
に
の
べ
る
。

「
続
日
木
紀
」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
城
を
造
立
ナ
ベ
彦
こ
と
を
陪
唄
同
か
ら
奏
言
し
勅
裁
を
え
た
の
は
宝
亀
十
一
年
（
七
八

0
)
の
ご
月
二

日
で
あ
る
。
こ
の
城
を
造
立
す
べ
彦
こ
と
を
上
言
し
た
の
は
、
陸
卑
出
羽
祐
察
使
と
し
て
陸
奥
に
在
任
し
て
い
た
紀
広
純
で
お
っ
た
。

炒
裁
を
え
た
広
純
は
「
覚
弊
柵
を
造
り
、
も
っ
て
成
候
を
遼
ぎ
く
る
た
め
」
お
そ
ら
く
多
賀
城
を
出
発
し
北
進
し
、

伊
治
城
（
宮
城
県
の
北
部
）
に
到
達
し
た
。
こ
の
時
一
大
事
件
が
突
発
し
た
。
広
純
に
従
っ
て
い
た
市
肺
出
身
の
上
治
郡
大
領
外
従
在
位
下

伊
治
公
特
麻
呂
が
、

か
ね
て
広
純
に
怨
を
い
だ
い
て
い
た
の
で
、
伊
治
城
に
お
い
て
広
純
を
殺
害
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
同
年
三
月
二
十

二
日
（
公
訓
補
任
は
一
一
＿
月
二
十
四
日
と
し
て
あ
る
）
。
で
あ
る
か
ら
、
城
は
宝
亀
十
一
年
―
―
一
月
主
で
は
完
成
し
て
い
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ

し
か
る
に
大
伴
駿
河
麻
呂
は
、
四
年
前
の
宝
亀
七
年
（
七
七
六
）
の
七
月
七
日
に
死
亡
し
て
い
る
。
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
城
を
造
立
し
た

の
は
決
し
て
駿
河
庶
呂
で
な
い
し
、
こ
の
城
を
造
立
す
べ
ぎ
こ
と
を
建
議
し
た
の
も
駿
河
麻
呂
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

覚
穀
城
が
造
立
含
れ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
年
代
は
東
北
辺
境
征
夷
開
拓
の
進
捗
過
程
か
ら
み
て
、
造
立
勅
裁
の
あ
っ
た
宝
亀
十
一
年
（
七

八

0
)
を
上
限
と
し
、
下
限
は
胆
沢
城
が
造
立
さ
れ
た
延
胚
二
十
一
年
（
八

0
二
）
ま
で
の
二
十
二
年
間
の
う
ち
で
あ
る
に
ち
が
い
な
い
。

が
た
い
か
ら
で
あ
る
。

察

一
停
軍
を
率
い
て
」
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く
広
く
進
卜
を
募
り
て
早
く
軍
所
に
致
す
べ
し
」
と
命
じ
た

伊
治
城
と
胆
沢
城
と
を
結
ぶ
中
継
基
地
と
し
て
、

継
迎
絡
基
地
と
し
て
は
距
離
的
に
い
っ
て
、

で
あ
る
か
ら
、

胆
沢
城
造
立
以
後
に
設
け
ら
れ
た
と
み
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
何
故
な
ら
ば
、
こ
の
地

ほ
叩
沢
城
の
南
方
わ
ず
か
三
里
し
か
隔
っ
て
い
な
い
の
に
、
伊
治
城
擬
定
地
か
ら
は
直
線
距
離
で
み
て
も
北
方
は
る
か
九
里
に
あ
た
り
、
中

ま
っ
た
＜
均
衡
を
破
り
北
に
偏
在
し
す
ぎ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

贔

そ
の
造
立
年
代
を
考
定
す
る
た
め
に
は
宝
亀
十
一
年
一
二
月
以
降
か
ら
延
暦
二
十
一
年
に
い
た
る
ま
で
の
約
二
十
年
間
に
お

註
12

け
る
北
上
平
野
征
夷
開
拓
過
程
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。

守
亀
十
一
年
の
一
二
月
に
紀
広
純
が
伊
治
城
に
お
い
て
殺
害
さ
れ
て
か
ら
、

は
る
か
後
方
の
多
賀
城
主
で
が
夷
族
に
襲
岐
さ
れ
放
火
さ
れ

た
。
東
北
征
事
開
拓
史
上
、
骰
大
の
危
機
で
あ
っ
た
。
広
純
の
後
任
と
し
て
中
納
言
従
三
位
藤
原
継
網
を
征
東
大
使
に
任
命
し
た
の
は
一
二
月

二
十
八
日
で
あ
る
。
こ
の
項
、
渡
島
の
事
族
も
「
辺
民
を
侵
擾
」
し
不
穏
た
形
勢
を
示
し
た
の
で
、

互
月
に
将
軍
同
司
ら
に
命
じ
て
慰
摩
さ

ぜ
た
。
同
時
に
坂
東
諸
国
・
能
登
・
越
中
・
越
後
に
細
竺
万
石
を
準
備
含
せ
た
。
糠
は
非
常
用
軍
糧
で
あ
る
。
糠
三
万
石
は
軍
防
令
第
六
条

の
規
定
に
よ
り
換
算
す
れ
ば
兵
士
冗
千
人
分
に
あ
た
る
。
兵
制
改
革
も
実
行
し
、
従
来
の
徴
兵
制
に
遮
七
制
を
加
え
る
こ
と
に
し
「
ょ
ろ
し

（
冗
月
十
六
日
）
。
一
＝
関
（
鈴
鹿
・
不
破
•
愛
発
）
辺
要
以
外
の
諮
冒
は
国
の

大
小
に
し
た
が
っ
て
、
凹
常
の
百
姓
の
オ
司
馬
に
た
え
た
る
者
を
え
ら
び
当
番
ご
と
に
専
ら
武
芸
を
罰
い
有
事
に
徴
発
ず
る
と
い
う
の
が
巡

こ
れ
は
粕
兵
主
毅
で
あ
る
。
し
か
る
に
征
軍
は
出
動
し
な
い
。
六
月
二
十
八
日
に
出
動
を
促
し
た
。
し
か
し
、
川
動
す
る
と
こ
ろ

か
、
却
っ
て
甲
襖
笠
の
軍
需
袢
給
を
要
請
し
て
ぎ
た
の
で
、
罠
張
・
参
河
等
万
同
に
甲
一
千
句
を
、
吏
洞
東
山
両
遺
諸
口
に
は
糊
四
千
値
を
連

送
す
べ
彦
こ
と
を
命
じ
（
七
月
二
十
一
日
）
、
下
総
に
鱈
六
千
右
、
常
陸
に
罰
ニ
カ
石
を
八
月
二
十
日
主
で
と
い
う
期
限
付
彦
で
追
羨
ず
べ

ぎ
こ
と
を
命
じ
（
七
月
二
十
―

-Fl)
、
出
動
を
か
含
ね
て
督
促
し
た
。
以
上
で
輸
羨
閻
の
合
計
は
四
万
六
千
右
と
な
っ
た
。
隋
奥
側
の
征
軍

が
こ
の
よ
う
に
聾
滞
し
て
い
る
一
方
に
お
い
て
、
出
羽
側
で
も
「
雄
勝
・
平
鹿
二
郡
の
百
姓
、
吠
の
た
め
に
略
せ
ら
れ
各
本
業
を
失
い
彫
幣
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殊
に
甚
し
」
と
い
り
急
変
事
熊
が
お
こ
り
、
秋
田
城
を
南
方
に
後
退
含
す
べ
彦
で
あ
る
と
い
う
後
退
説
が
拾
頭
し
た
。
征
軍
が
再
度
の
倅
促

を
う
け
な
が
ら
出
動
し
た
か
っ
た
の
は
、
奥
羽
夷
族
の
抵
抗
激
化
と
い
う
事
情
が
伏
在
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
征
軍
は
中
央
指
令
に
そ

む
彦
出
動
し
た
い
の
で
、
征
東
大
使
を
交
党
し
た
。
九
月
二
十
―
―
―
日
で
あ
る
。
従
四
位
上
藤
原
小
黒
麻
呂
に
正
四
位
下
を
授
け
持
節
征
東
大

使
と
し
た
。
交
疾
罪
由
は
十
月
二
十
九
日
の
勅
に
詳
述
字
れ
て
い
る
。
文
意
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
征
東
大
使
は
進
発
以
来
久
し
く
な
る
の

に
酬
滞
し
す
で
に
征
戦
の
時
宜
を
失
し
、
す
で
に
十
月
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

賀
・
宝
作
等
の
城
に
居
り
、

よ
く
防
御
を
加
え
、

か
ね
て
戦
術
を
練
る
べ
し
」
と
結
ん
で
あ
る
。
こ
の
勅
に
よ
っ
て
、
伊
治
城
は
特
麻
呂
の

反
乳
以
後
ま
だ
実
族
の
手
中
に
お
ち
た
ま
ま
で
、
十
月
に
い
た
っ
て
も
回
復
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
し
て
や
覚
障
城
は

大
使
交
疾
後
、
小
黒
庶
呂
は
直
ち
に
出
動
し
二
千
の
兵
を
も
っ
て
鷲
座
・
楯
座
・
右
沢
・
大
宵
臣
・
柳
沢
を
経
略
し
た
こ
と
を
報
告
し
て

い
る
。
そ
れ
は
歳
の
瀬
も
お
し
せ
ま
っ
た
十
二
月
十
日
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
も
っ
て
み
れ
ば
、
天
平
九
年
に
開
設
言
れ
た
陸
羽
柚
断
迎

絡
幹
線
路
（
多
賀
城
か
ら
色
庶
柵
を
経
て
出
羽
同
殻
卜
郡
に
い
た
る
）
も
、
こ
の
年
の
反
乱
で
一
時
夷
族
の
手
に
帰
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

十
一
一
月
―
―
十
七
日
に
陸
卑
鎮
守
副
欝
軍
百
済
主
俊
哲
が
「
お
の
れ
ら
賊
の
た
め
に
囲
ま
れ
兵
疲
れ
矢
尺
ぎ
た
り
。
し
か
し
て
桃
生
・
白
河
笠

の
郡
神
十
一
社
に
祈
っ
て
囲
を
清
る
こ
と
を
え
た
り
。
神
力
に
あ
ら
ざ
る
よ
り
は
何
ん
ぞ
軍
十
を
存
せ
ん
や
。
請
ぅ
幣
社
に
預
ら
し
め
ん
こ

と
を
」
と
言
上
し
裁
可
に
た
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
陸
嬰
に
お
け
る
征
討
神
威
の
初
見
で
あ
る
。
こ
の
た
び
の
征
戦
が
、

た
か
が
よ
く
わ
か
る
、

と
同
時
に
戦
場
は
北
上
平
野
で
な
く
て
、

い
か
に
苦
戦
で
あ
っ

は
る
か
南
で
あ
っ
た
こ
と
も
わ
か
る
。
覚
鮫
城
は
索
亀
十
一
年
に
造
立
さ

明
け
て
天
応
元
年
（
七
八
一
）
。
こ
の
冗
月
二
十
四
日
に
小
黒
麻
呂
は
軍
を
解
彦
帰
京
し
た
い
と
言
上
し
た
。
政
府
は
六
月
一
日
の
勅
を

造
立
さ
れ
る
は
ず
は
な
い
の
で
あ
る
。

,, 
,, 

i 

I ,1 

察

「
も
し
今
月
を
も
っ
て
賊
地
に
入
ら
ず
ん
ば
、

11し1
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ろ
し
く
多
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も
っ
て
却
下
し
た
。
却
下
理
由
は
つ
ぎ
の
如
く
で
あ
る
。
賊
衆
四
千
人
の
う
ち
斬
首
は
わ
ず
か
七
十
余
人
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
も
「
一
も
っ

て
千
に
当
る
」
強
暴
た
首
領
た
ち
（
伊
佐
西
古
・
諸
絞
・
八
十
島
・
乙
代
ら
）
は
ま
だ
捕
っ
て
い
な
い
。
報
告
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
な
ら
副

使
の
う
も
一
名
を
上
京
芦
せ
れ
ば
事
足
り
る
。
持
節
大
使
は
帰
京
す
べ
彦
で
な
い
。
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
の
主
日
的
で
あ
る
伊
治

城
同
復
の
こ
と
は
ま
っ
た
く
み
え
て
い
た
い
か
ら
、
伊
治
城
は
天
応
元
年
に
も
夷
族
の
手
中
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、

し
か
る
に
、
帰
齋
請
願
を
却
下
含
れ
た
後
、
戦
果
も
み
え
わ
主
ま
、
「
続
日
木
紀
」
は
八
月
二
十
宜
日
条
に
小
黒
麻
呂
の
入
訓
を
記
し
て
い

る
。
か
く
し
て
九
月
―
-
+
―

-
R
に
行
賞
が
あ
っ
た
。
戦
果
を
讃
え
て
の
行
賞
で
は
た
く
て
、
形
式
的
な
行
賞
で
あ
っ
た
こ
と
は
二
征
夷
の
労

（
傍
点
桁
橋
）
と
虎
っ
て
、
征
夷
の
功
を
償
ナ
と
た
い
こ
と
か
ら
も
察
知
で
ぎ
る
し
、
含
ら
に
い
う
な
ら
ば
、
延
肝
七
年
八
年
の

征
討
も
明
ら
か
に
失
敗
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
敗
軍
に
対
し
て
も
到
の
如
彦
行
賞
を
す
る
際
、
こ
と
六
ら
に
「
天
応
元
年
の
例
に
よ
っ
て
、
こ

れ
を
行
う
」
と
特
記
し
て
お
る
の
で
も
わ
か
る
の
で
た
る
。
し
た
が
っ
て
、
天
応
元
年
に
も
覚
繁
城
が
造
立
さ
れ
る
ほ
ど
の
戦
果
か
あ
っ
た

天
応
元
年
の
問
年
は
研
膠
元
年
（
七
八
二
）
。
こ
の
年
の
宜
月
に
陸
奥
喫
郡
の
百
姓
に
復
一
二
年
を
給
し
、
同
二
年
四
月
に
は
征
夷
兵
鮎
駅

地
と
し
て
度
々
徴
発
を
り
け
た
坂
東
諸
国
に
使
を
つ
か
わ
し
て
存
慰
を
加
え
倉
を
開
い
て
優
給
し
、
六
月
に
は
出
羽
の
雄
勝
・
平
鹿
二
郡
に

償
復
か
給
し
て
い
る
。
こ
の
二
郡
ほ
宝
亀
十
一
年
に
夷
族
の
拉
奪
を
う
け
た
地
域
で
あ
る
。

小
開
麻
呂
の
助
軍
に
土
り
、
当
妖
柾
膠
一
一
一
年
を
期
し
て
新
し
い
征
虞
計
画
が
策
定
ぎ
れ
た
。
征
束
間
将
軍
に
大
伴
弟
麻
昌
を
任
し
た
の
は

―
一
年
十
一
月
で
あ
っ
た
が
、

詞
蒋
軍
か
任
命
ナ
る
こ
と
げ
柾
膠
八
年
の
征
夷
に
も
例
が
あ
る
の
で
決
し
て
異
例
で
は
な
い
。
呑
て
、
家
持
が
征
東
将
軍
に
な
っ
た
と
は
い

と

ほ
ヽ

戸
将
軍
を
任
命
し
た
の
は
一
一
一
年
二
月
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
正
将
軍
は
大
伴
家
持
。
正
将
軍
に
さ
き
だ
っ
て

ど
り
し
て
も
み
な
ず
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
あ
る
。

を
賞
ナ
」

二
年
後
に
ま
た
征
討
が
企
画
さ
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

互
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討
行
動
を
お
こ
含
ず
に
一
一
一
年
は
葬
れ
た
。
翌
四
年
に
も
征
討
出
動
の
こ
と
は
ま
っ
た
く
み
え
な
い
。
ま
た
正
将
軍
・
副
将
軍

に
任
命
含
れ
た
人
物
の
位
階
を
検
討
し
て
み
て
も
行
賞
の
昇
叙
が
な
い
か
ら
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
征
夷
行
動
が
な
か
っ
た
こ
と
が
裏
付
け
ら

れ
る
。
延
暦
―
―
一
年
の
征
夷
は
将
軍
を
任
命
し
な
が
ら
も
未
遂
に
お
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

廷
暦
五
年
、
六
年
、「

続
日
本
紀
」
は
そ
の
目
的
を
「
蝦
夷
か
征
せ
ん
が
た
め
な
り
」
と
特
記
し
て
い
る
し
、
六
年
に
は
現
地
将
吏
の
人
事
交

決
を
な
し
（
二
月
）
、

七
年
に
も
征
軍
行
動
は
な
い
。
五
年
八
月
に
東
海
・
東
山
の
両
道
に
使
を
つ
か
わ
し
軍
士
の
簡
閲
と
兵
器
の
点
検
を

七
年
芝
月
二
日
に
は
東
悔
・
東
山
・
北
陸
等
の
諸
国
に
対
し
て
、

七
月
ま
で
に
軍
糧
一
―
―
万
五
千
右
を
多
賀
城
に
搬
入

す
べ
ぎ
こ
と
を
命
じ
て
い
る
。
こ
の
と
ぎ
に
も
「
続
日
本
紀
」
は
「
来
年
蝦
夷
を
征
せ
ん
が
た
め
な
り
」
と
特
記
し
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の

延
暦
七
年
―
―
一
月
―
―
一
日
に
征
戦
計
両
か
策
定
し
、
同
一
二
月
二
十
一
日
、
征
東
澗
使
四
名
を
任
命
。
こ
え
て
七
月
六
日
、
紀
古
佐
芙
を
征
東
大

使
に
任
命
し
た
。
古
佐
美
は
十
一
一
月
七
日
に
節
刀
を
う
け
、
翌
八
年
―
―
―
月
、
諸
国
の
軍
を
多
賀
城
に
結
集
し
賊
地
に
向
う
。
朝
廷
に
お
い
て

は
同
月
征
夷
を
伊
勢
神
宮
に
告
げ
奉
幣
し
た
。
柾
事
の
た
め
神
宮
に
奉
幣
し
た
の
は
、
こ
れ
が
史
上
初
見
で
あ
る
。
決
意
の
ほ
ど
が
知
ら
れ

る
。
征
軍
は
一
二
月
―
―
十
八
日
渡
河
し
て
衣
川
の
線
ま
で
進
出
し
た
。
伊
治
城
を
回
復
し
た
の
は
こ
の
と
ぎ
で
あ
ろ
う
。

の
と
ぎ
ま
で
ぱ
覚
繁
城
が
未
だ
造
立
含
れ
て
い
な
か
っ
た
甑
拠
で
も
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
衣
川
で
軍
は
膠
済
し
て
し
ま
っ
た
。
政
府
は
五
月

十
二
日
に
北
進
す
べ
彦
こ
と
を
督
促
し
た
。
六
月
一
二
日
、
詳
細
な
戦
況
が
朝
廷
に
達
し
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
征
討
目
的
は
即
沢
子
波
攻
略
で

あ
る
。
し
か
し
、
子
波
（
胆
沢
の
含
ら
に
輿
地
）
に
い
た
る
と
こ
ろ
か
、
胆
沢
の
戦
闘
で
戦
死
二
天
人
（
別
将
一
名
、
進
士
四
名
を
含
む
）

矢
に
よ
る
負
傷
者
二
四
五
人
、
崩
死
一

0
1
―
―
六
人
、
裸
身
帰
還
者
―
―
―
互
七
人
と
い
う
大
損
害
を
こ
う
む
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
六
月
九

日
、
ま
た
戦
況
報
告
が
到
着
し
た
。
戦
況
報
告
で
あ
る
が
、
真
意
は
征
討
中
止
意
見
で
あ
る
。
長
文
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
必
要
な
点
だ
け

と
ぎ
ま
で
征
戦
が
な
か
っ
た
こ
と
の
証
拠
で
あ
る
。

字
せ
て
い
る
が
、
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う
え
に
の
べ
た

A
と
B
と
に
よ
り
、

こ
の
と
き
ま
で
、
覚
窯
城
が
仔
在
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
と
同
時
に
、
胆
沢
和
我
子

波
即
ち
北
上
平
野
攻
略
に
は
、
玉
造
塞
よ
り
も
さ
ら
に
北
進
し
た
基
地
、
宝
亀
十
一
年
に
紀
広
純
か
建
諏
し
勅
裁
を
え
て
い
た
箕
燦
城
を
造

て
い
な
い
こ
と
を
立
証
し
て
い
る

(
B
)
。

こ
の
と
き
す
で
に
覚
窯
城
が
造
立
し
て
い
る
な
ら
ば
「
籾
を
百
里
の
外
に
連
ふ
は
良
策
に
あ
ら
さ
る
な
り
」
と
い
う
は
す
が
な
い

(
A
)

ま
た
、
軍
糧
輸
送
の
困
離
な
こ
と
を
具
体
的
に
の
べ
て
「
玉
造
楽
か
ら
衣
川
営
ま
で
の
翰
送
行
程
は
四

H
で
あ
り
、
輻
車
の
受
納
に
三
日
を

要
す
る
か
ら
、
往
復
す
れ
ば
計
十
日
か
か
る
。
さ
ら
に
衣
川
か
ら
千
波
の
地
ま
で
の
行
程
に
六
日
を
安
す
る
と
兄
禎
れ
は
、
輻
車
往
述
十
四

日
と
な
る
。
で
あ
る
か
ら
玉
造
塞
か
ら
子
波
の
地
に
い
た
る
往
復

H
数
は
二
十
四

H
で
あ
る
。
こ
れ
は
途
中
で
敵
の
襲
撃
を
う
け
た
り
、
雨

に
妨
げ
ら
れ
た
り
し
て
進
連
が
渋
滞
し
な
い
場
合
の
順
調
日
程
だ
け
の
計
算
で
あ
る
」
と
い
っ
て
い
る
。
箕
慇
城
か
こ
の
と
き
仔
在
し
て
い

る
な
ら
ば
、
こ
の
城
こ
そ
胆
沢
和
我
子
波
攻
略
の
基
地
に
な
る
べ
き
で
、
そ
う
で
な
い
と
こ
る
を
み
る
と
、

4

す
で
に
農
耕
期
に
な
っ
た
の
で
戦
闘
継
続
に
無
理
が
あ
る
。

3
 
2
 

ー

を
摘
記
す
る
。

結
論
要
旨
—
ー

能
動
的
先
制
征
討
軍
態
勢
を
解
消
し
、
受
動
的
防
衛
態
勢
に
切
替
え
る
べ
き
で
あ
る
。

賊
地
「
子
波
・
和
我
は
僻
し
て
深
奥
に
あ
り
」
北
に
偏
し
て
遠
す
ぎ
る
の
で
征
討
困
離
。

従
っ
て
軍
糧
輸
送
も
困
難
。

賊
の
戦
法
は
出
没
自
在
で
、
征
討
の
短
期
成
就
は
予
想
で
き
な
い
。

「
粕
を
百
里
の
外
に
連
ふ
は
良
策
に
あ
ら
さ
る
な
り
」
。

理
由
ー

七

や
は
り
宜
窯
城
は
ま
だ
造
立
し
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立
す
る
こ
と
の
緊
急
性
が
、
惨
憶
た
る
敗
軍
と
い
う
事
実
に
よ
っ
て
痛
感
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
山
心
う
。

伊
勢
神
宮
に
奉
幣
し
て
ま
で
そ
の
成
功
を
祈
念
し
決
行
し
た
征
討
が
、
敗
戦
を
升
鮮
す
る
氏
怠
も
あ
っ
て
の
こ
と
か
も
知
れ
な
い
が
、

と

に
か
く
現
地
軍
責
任
者
の
言
葉
に
よ
れ
ば
、
玉
造
塞
か
ら
戦
場
ま
で
「
粗
を
百
呈
の
外
に
迎
」
は
な
け
れ
は
な
ら
ぬ
悲
条
件
に
よ
っ
て
挫
抗

し
た
に
も
せ
よ
、
敗
軍
の
責
任
は
追
求
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
地
か
ら
の
征
詞
中
止
謡
見
に
対
し
政
府
は
「
出
で
て
功
な
き
は
艮
将

の
院
と
す
る
と
こ
ろ
な
り
」
進
軍
す
べ
し
と
命
じ
た
。
そ
れ
で
、
征
軍
は
か
さ
ね
て
胆
沢
に
出
撃
し
た
。
そ
の
報
告
は
七
月
十
日
、
政
府
に

到
茄
し
た
。
し
か
し
政
府
は
満
足
し
な
か
っ
た
。
戦
来
は
軌
首
八
十
九
級
に
す
き
な
い
の
に
、
征
車
の
狽
告
は
死
亡
一
干
余
人
、
偏
古
二
千

結
局
、
古
佐
美
は
九
月
八
日
帰
京
し
節
刀
を
返
進
し
た
。
古
佐
美
の
征
詞
は
失
敗
に
終
っ
た
の
で
あ
る
。
九
月
十
九
日
、
敗
戦
真
任
の
丘

間
が
お
こ
な
わ
れ
、

そ
れ
そ
れ
処
分
を
う
け
て
延
暦
八
年
は
葬
れ
た
。

古
佐
芙
の
敗
戦
に
よ
り
、
次
の
征
討
婢
備
は
翌
九
年
閏
三
月
か
ら
始
ま
っ
た
。
準
備
は
訓
後
三
年
十
力
月
と
い
う
長
期
に
わ
た
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
例
は
従
来
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
九
年
閏
三
月
、
駿
河
以
朱
の
束
碑
拍
国
と
に
濃
以
束
の
諸
国
に
革
甲
―
一
千
頒
を
―
―
―
力
年
以
内

に
造
る
べ
き
こ
と
を
命
じ
、
相
模
以
束
の
諸
国
と
上
野
以
東
の
諸
国
に
糠
十
四
ガ
石
の
用
怠
を
館
し
た
。
十
一
月
、
坂
束
語
国
の
田
租
を
免

「
蝦
夷
を
征
せ
ん
が
た
め
」
東
海
・
東
山
の
軍
土
を
闇
凶
し
兵
器
を
点
検
し
に
。
七
月
十
三
日
大
伴
弟
麻
呂
を
征

火
大
使
に
任
じ
た
。
そ
の
ほ
か
、
兵
具
・
兵
糧
の
戦
備
が
着
々
と
な
さ
れ
て
延
屈
十
年
は
社
れ
に
。

以
上
は
「
続
日
本
紀
」
に
み
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
や
や
長
文
に
わ
た
っ
て
叫
述
し
た
の
は
、
宝
亀
十
一
年
か
ら
延
暦
十
年
ま
で
の
十
―
―

年
間
に
は
、
覚
霰
城
が
造
立
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
も
、

人
。
損
害
が
戦
果
を
う
わ
ま
わ
っ
て
い
に
か
ら
で
あ
る
。

察

あ
る
い
は
実
在
し
て
い
た
と
い
う
徴
祉
も
な
い
と
い
う
こ
と
を
明
確
に
し
て
お
き
に

I I 
I 
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「
続
日
本
紀
」
は
延
暦
十
年
で
終
っ
て
、
翌
年
か
ら
の
こ
と
は
日
本
後
記
に
よ
ら
ね
は
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
が
、
不
幸
に
も
「
日

本
後
紀
」
の
巻
一

・
ニ
・
三
•
四
の
四
巻
、
年
代
に
す
れ
ば
延
暦
十
一
年
正
月
か
ら
同
十
五
年
六
月
ま
で
の
記
軟
が
欠
落
し
て
い
る
の
で
、

「
日
本
紀
略
」
と
か
「
類
漿
国
史
」
に
よ
っ
て
欠
裕
を
補
う
こ
と
か
で
き
る
だ
け
で
あ
る
が
、

そ
れ
に
し
て
も
十
一
年
に
は
対
夷
懐
柔
策
と
夷
族
間
内
部
抗
争
の
こ
と
が
多
く
み
ら
れ
る
こ
と
は
注

H
す
べ
き
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
斯
波
村
の
夷
胆
沢
公
阿
奴
志
己
ら
と
伊
治
村
の
伴
と
が
対
立
抗
争
し
て
、
斬
波
村
の
夫
は
侠
者
を
国
府
に
派
辿
し
、
伊
治
村
の

仔
の
非
を
訴
え
「
わ
れ
ら
は
王
化
に
帰
属
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
に
伊
治
村
の
仔
が
-
)
れ
を
さ
ま
た
げ
る
。

ど
う
か
彼
ら
の
辿
闘
を
制
止

し
永
く
降
路
を
開
い
て
ほ
し
い
」
と
上
申
し
た
(
+
一
年
一
月
）
。
国
府
で
は
「
朝
恩
を
示
す
た
め
物
を
賜
り
放
遠
」
し
に
。
中
央
政
府
は

田
府
の
拮
置
を
「
目
今
以
後
、
夷
の
使
者
が
米
て
も
、
賜
物
し
て
は
な
ら
ぬ
」
と
き
め
つ
け
た
。
こ
の
場
合
、
国
府
の
措
置
は
さ
す
が
に
視

地
事
情
に
通
じ
て
い
る
だ
け
に
適
当
な
態
度
で
あ
る
。
中
央
政
府
の
態
度
は
策
の
え
た
る
も
の
で
は
な
い
。
と
く
に
征
詞
を
朋
後
年
(
+
―
―
―

年
）
に
ひ
か
え
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
夷
族
の
動
静
を
知
る
た
め
に
も
、
伝
統
的
以
火
征
汲
策
を
推
進
す
る
に
め
に
も
、
拙
劣
な
拮
趾
で

あ
る
。
は
た
せ
る
か
な
そ
の
後
、
対
央
方
針
を
転
換
し
て
い
る
。
七
月
に
な
る
と
「
遠
く
王
化
を
暴
っ
て
入
戟
を
糾
む
」
央
溺
散
南
公
阿
破

麻
に
対
し
て
入
京
を
許
し
た
ば
か
り
で
な
く
「
よ
る
し
く
路
次
の
国
は
壮
健
な
る
軍
土
―
―

-
O
U騎
を
え
ら
ひ
国
堺
に
迎
按
し
、
専
ら
威
勢
を

示
す
べ
し
」
と
指
示
し
て
い
る
。
正
月
の
方
針
か
ら
み
る
と
一
大
転
換
で
あ
る
。
十
月
に
は
「
外
炭
を
恢
け
た
」
功
に
よ
り
、
陸
奥
の
停
囚

吉
弥
侯
部
真
麻
と
大
伴
部
宿
奈
麻
呂
と
に
外
従
五
位
下
を
授
け
て
い
る
。
十
一
月
に
は
入
京
し
た
陀
奥
の
央
停
溺
散
南
公
阿
波
飾
・
宇
漠
米

公
隠
賀
・
停
囚
吉
弥
侯
部
荒
嶋
ら
を
朝
堂
院
に
お
い
て
饗
応
し
、
阿
波
節
と
肱
貨
に
戴
夷
韮
第
一
等
を
、
菰
嶋
に
は
外
従
五
位
下
を
授
け
、

「
も
っ
て
荒
を
懐
く
る
な
り
」
と
特
記
し
て
い
る
。
こ
の
時
、

国
史
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
こ
れ
が
初
見
で
あ
る
。
十
一
月
、
出
羽
の
平
鹿
•
最
上
・
置
賜
三
郡
の
秋
に
田
租
を
「
永
く
免
じ
」
て
い

第
五
章

と
こ
ろ
が
、

考

詳
細
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

め
ず
ら
し
い
こ
と
に
官
一
命
も
特
に
賜
っ
て
い
る
が
、
夷
族
に
対
す
る
宜
命
が



た
の
で
改
め
て
辞
見
の
必
要
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

村
淋
呂
が
現
地
に
く
だ
る
。

鳳
地
夷
朕
と
の
親
和
関
係
が
馴
致
さ
れ
れ
ば
、
築
城
す
る
に
も
好
都
合
と
な
る
。

「
資
性
党
簡
に
し
て
家
風
消
廉
、
貨
利
を
近
つ

征
東
大
使
大
伴
乙
麻
呂
は
十
一
年
の
閏
十
一
月
二
十
八
日
に
辞
見
し
た
。
翌
十
―
一
年
ー
一
月
、
征
束
使
を
征
火
使
と
改
祢
し
、

こ
の
た
び
の
征
討
将
軍
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
は
正
副
計
五
人
で
あ
る
の
に
、

叫
使
以
上
山

「
日
本
紀
略
」
は
以
上
り
こ
と
く
一
言
久
乙
淋
畠
と
田
村
淋
呂
）

の
辞
見
た
け
し
か
記
載
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
「
日
本
紀
略
」
が
他
の
副
将
軍
の
辞
兄
を
省
略
し
た
の
で
は
な
く
て
、
尖
際
に
他
の
三
名
は

辺
境
に
在
任
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
他
の
三
名
と
は
酉
済
俊
哲
・
多
治
比
浜
以
・
巨
芳
野
足
で
あ
る
。
俊
苗
は
十
年
九
月
以
降
下
野
守
兼

鉛
守
将
軍
と
し
て
、
野
足
は
八
年
十
月
以
降
鎖
守
副
将
軍
と
し
て
、
浜
以
は
九
年
三
月
以
降
按
祭
侠
兼
悴
奥
守
と
し
て
控
奥
に
駐
溢
し
て
い

こ
の
た
び
の
将
軍
五
人
の
う
ち
田
村
麻
呂
以
外
の
四
名
は
既
に
辺
撹
に
経
験
を
有
す
る
打
記
な
人
物
は
か
り
で
あ
る
。
大
使
弟
0

乙
）
淋
呂

は
延
麿
二
年
に
征
央
副
使
と
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
大
同
四
年
七
十
九
オ
で
奴
し
て
い
る
か
ら
、
こ
の
時
す
で
に
六
十
一
歳
の
裔
齢
で
あ
っ

た
。
弟
麻
呂
の
子
勝
雄
は
天
長
年
中
控
奥
守
と
な
り
按
察
使
を
兼
ね
た
こ
と
が
あ
っ
た
か
、

け
ず
、
出
で
て
戎
事
を
総
べ
人
り
て
禁
兵
を
典
る
。
オ
学
に
乏
し
と
雖
も
将
帥
の
器
あ
り
」
と
評
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
弟
麻
邑

り
家
は
式
の
家
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
函
区
哲
の
伝
記
は
大
日
本
史
に
ら
豆
載
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
宝
迅
五
年
の
征
討
軍
功
に
よ
り
勲
六
等
、

に
、
い
ち
ち
る
し
く
好
転
し
た
。

さ
き
に
、

砦
麻
呂
の
反
以
来
、

十
一
年
と
い
う
年
は
、

注
目
す
べ
き
年
で
あ
る
と
い
っ
て
お
い
た
の
は
、

こ
の
こ
と
で
あ
る
。

宋
亀
十
一
年
、

現
地
に
お
け
る
対
夷
関
係
は
破
綻
し
て
い
た
。
そ
れ
が
、

廷
屈
．
丁
一
年
に
い
た
っ
て
十
―
―
―
年
ぶ
り

綿
麻
呂
の
征
戦
の
終
了
後
、
弘
仁
十
一
年
に
は
外
従
五
位
下
に
叙
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
三
四
戚
詠
は
征
戦
に
協
刀
し
た
か
ら
で
あ
る
う
。

る
。
こ
こ
に
お
い
て
附
記
し
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。
優
遇
を
う
け
た
阿
波
鉱
は
後
々
ま
で
も
瓜
冬
る
こ
と
な
く
帰
服
し
田
村
淋
凶
・
文
届

第
五
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察

っ
た
軍
功
に
よ
り
正
五
位
上
勲
四
等
に
叙
し
た
歴
戦
の
武
人
で
、
生
涯
の
大
部
分
を
辺
境
で
す
こ
し
た
人
物
で
あ
る
。
浜
成
は
宝
亀
十
年
の

敗
戦
責
任
追
求
査
閲
の
際
に
も
、
副
使
と
し
て
彼
だ
け
が
勇
戦
軍
功
に
よ
り
査
閲
を
免
れ
た
武
人
で
あ
る
。
田
村
淋
ぃ
白
よ
り
も
年
長
で
あ
っ

た
。
野
足
は
延
暦
八
年
鎮
守
副
将
軍
と
な
り
辺
境
事
情
に
通
し
て
い
る
。
田
村
肱
呂
よ
り
も
七
歳
の
年
長
者
で
あ
る
。
田
村
淋
呂
は
こ
の
時

．
二
十
六
歳
、
将
軍
五
人
の
う
ち
で
は
最
年
少
者
で
あ
る
。
位
階
で
い
え
は
、

の
年
令
や
位
階
を
こ
こ
で
の
べ
た
理
由
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

四

山
村
淋
呂
は
野
足
こ
同
位
で
、
五
人
の
う
ち
の
最
下
位
。
五
人

「
日
本
紀
略
」
を
一
見
し
た
だ
け
で
は
、
不
審
に
思
わ
れ
る
こ
と
か
あ
る
。
そ
れ
は
、
十
二
年
二
月
に
田
村
淋
巳
か
辞
兄
し
た
以
後
、

の
十
二
月
ま
で
征
央
の
記
載
が
ま
っ
た
く
み
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
十
力
月
間
、

辺
境
で
無
為
に
歳
月
か
す
ぎ
に
の
で
あ
る
う
か
。
こ
こ
に

揺
驚
城
造
立
年
代
閲
題
を
解
く
鍵
か
伏
在
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
り
た
め
に
は
翌
十
二
年
の
征
犬
過
程
を
み
て
お
く
必
安
が
あ
る
。

弟
麻
呂
等
の
征
央
は
翌
十
三
年
に
始
ま
っ
た
。
こ
の
正
月
に
征
央
大
将
車
大
伴
弟
麻
凶
に
節
ル
を
賜
わ
り
、
朝
廷
は
征
央
の
事
を
天
智
天

呈
と
光
仁
天
皇
の
山
陵
に
告
け
て
、
決
意
を
表
明
し
た
。
伊
勢
太
神
宮
に
は
征
火
の
成
功
を
釘
麒
し
た
。
一
一
月
乙
禾
の
勅
を
も
っ
て
駅
逓
奏

上
規
定
を
制
足
し
、
軍
機
密
保
持
と
人
心
安
定
を
策
し
た
。
前
例
に
み
な
い
細
心
の
配
應
と
い
う
べ
き
で
あ
る
う
。
五
月
、
馬
射
の
行
事
を

停
止
し
た
が
、

第
五
章

そ
れ
も
「
大
軍
を
発
す
る
を
以
て
」
で
あ
っ
た
。
廷
中
を
あ
け
て
今
次
征
討
に
期
待
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
日
本
紀
略
」
は
六

月
に
い
た
っ
て
、
ご
く
短
い
文
で
あ
る
が
「
副
将
軍
坂
上
大
宿
闊
田
村
麻
呂
以
下
征
蝦
央
」
を
甚
き
と
ど
め
て
い
る
。
田
村
麻
呂
の
軍
功
か
顕

著
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
こ
の
短
い
文
章
か
ら
う
か
が
う
以
外
に
は
他
に
史
料
は
な
い
＞
し
か
し
、
征
戦
は
六
月
で
終
結
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
e

九
月
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
が
、
新
都
京
都
に
遷
り
、
夷
族
征
討
の
成
功
を
祈
っ
て
諸
国
の
名
押
に
奉
幣
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
十

月
＾
一
十
八
日
に
い
た
っ
て
大
将
軍
弟
麻
巳
が
決
定
的
勝
報
を
癸
上
し
に
＞
翌
十
図
年
正
月
、
め
で
た
＜
弟
麻
昂
は
郎
刀
を
朝
廷
に
返
進
し
た
。

考

宝
亀
七
年
八
年
の
征
夷
で
勲
五
等
に
叙
し
、

こ
の
年

累
進
し
て
従
五
位
上
・
鎖
守
副
将
軍
と
な
り
、
宝
氾
十
一
年
征
火
で
包
囲
さ
れ
た
か
こ
れ
を
破



可
叶
ー

北
上
川
南
部
平
野
に
お
け
る
河
東
の
地
と
い
え
ば
、

い
ま
の
江
刺
郡
と
胆
瓜
郡
呆
部
を
中
心
と
し
た
地
域
で
、

弟
麻
呂
の
勝
報
に
は
征
戦
地
域
は
何
処
で
あ
っ
に
か
、

ら
し
い
。
そ
の
理
由
を
こ
れ
か
ら
の
べ
る
。

「
続
日
本
紀
」
の
編
集
が
完
了
し
上
表
し
た
の
は
延
暦
十
六
年
二
月
て
あ
っ
に
か
ら
、
今
次
征
戦
の
三
年
後
の
こ
と
て
あ
る
。
こ
の
と
き

註

13

の
上
表
文
の
う
ち
に
十
三
年
度
の
征
戦
に
言
及
し
「
伏
し
て
惟
み
る
に
天
口
茫
訟
卜
：
…
・
遂
に
仁
を
高
海
り
北
に
お
よ
ぽ
し
釦
稲
、
心
を
帰
し
、

威
を
日
河
之
東
に
振
い
、
毛
狭
を
屏
息
せ
し
む
」
と
記
し
て
あ
る
。

ひ
の
か
み

に
あ
る
「
日
上
乃
湊
」
の

「
日
上
」
に
あ
た
る
も
の
で
、

に
の
が
「
日
上
」
で
あ
ろ
う
。
さ
て
、

功
を
い
か
に
重
視
し
た
か
と
い
う
例
証
で
あ
る
。
前
回
征
夷
惨
敗
の
直
後
で
あ
っ
た
た
け
に
、
そ
れ
だ
け
に
対
照
的
に
今
次
戦
朱
が
大
き
く

印
象
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

「
威
を
日
河
之
東
に
振
っ
た
」
と
い
う
「
日
河
之
東
」
の
地
と
は
、
詢
回
紀
占
佐
美
車
が

夷
軍
に
「
官
軍
の
後
を
絶
た
れ
」
大
惨
敗
を
し
た
北
上
川
河
束
地
域
の
こ
と
で
あ
る
と
み
て
、

う
に
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
次
十
三
年
征
討
は
紀
古
佐
美
敗
軍
地
域
の
回
復
と
そ
の
復
讐
に
以
功
し
に
も
の
と

I
解
て
き
る
の
で
あ
る
。

勝
の
台
地
と
し
て
恰
好
な
の
は
明
後
沢
台
地
で
あ
る
。
こ
の
台
地
に
立
て
は
叫
束
の
地
は
一
望
の
う
ち
に
あ
る
。
延
暦
八
年
紀
古
佐
夫
の
参

敗
は
、
紀
広
純
が
緊
要
な
り
と
建
巖
し
た
覚
緊
城
が
ま
だ
造
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
起
囚
し
た
の
で
あ
ろ
う
し
、
今
次
十
三
年
弟
麻

呂
成
功
の
一
因
は
緊
要
基
地
覚
燦
城
が
造
立
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

肘
述
し
た
よ
う
に
延
暦
十
三
年
は
征
戦
の
年
で
あ
っ
た
。
築
城
と
い
う
大
上
木
工
事
を
な
し
と
け
る
余
裕
か
あ
る
べ
き
は
す
が
な
い
。
そ
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こ
の
地
域
を
俯
賑
し
う
る
形

は
じ
め
て
文
怠
か
生
き
て
く
る
し
、

0

3

 

0
 

0
 

「
河
東
に
集
ま
り
・
・
・
・
・
・
東
山
よ
り
出
」
て
き
た

ま
っ
た
く
み
え
て
い
な
い
。
し
か
し
、

そ
れ
は
北
上
平
野
の
南
部
地
域
で
あ
っ
に

「
日
河
」
と
い
う
の
は
、
延
腔
八
年
九
月
敗
車
真
任
査
閲
の
除
の
直
節

い
ま
の
「
北
上
」
を
壮
車
な
漠
文
表
現
し
た
の
が
「

B
叫
」
、
官
一
館
体
で
衣
視
し

上
表
文
は
儀
礼
的
形
式
を
尊
ん
だ
い
い
か
た
を
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
よ

そ
れ
に
し
て
も
今
次
征
討
成

四

， 

ii, 
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(1) 

第
五
章

考

察

う
な
れ
ば
、
そ
の
前
年
、
す
な
わ
ち
十
二
年
と
い
う
年
が
築
城
に
ふ
さ
わ
し
い
。
特
麻
呂
の
反
以
後
十
年
以
上
に
も
わ
た
っ
た
夷
族
と
の
不

信
感
や
反
目
関
係
が
、
斯
波
村
の
夷
胆
沢
公
阿
奴
志
己
・
夷
溺
散
南
公
阿
破
鰍
ら
と
の
閲
係
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
改
善
さ
れ
視
和
関
係
に
入

っ
た
の
は
廷
暦
十
一
年
で
あ
っ
た
こ
と
は
前
述
し
て
お
い
た
。
築
城
に
も
好
都
合
と
な
る
。
そ
の
翌
年
か
、

H
本
紀
略
」
に
よ
れ
ば
辺
境
征
戦
記
事
が
空
白
の
年
）

築
城
し
た
の
は
誰
か
、

一
人
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、

で
あ
っ
て
、
大
将
軍
弟
麻
呂
は
崩
年
の
末
か
ら
、

胚
奥
に
く
だ
り
在
任
し
て
い
る
。
征
戦
を
明
年
に
予
定
し
て
、
現
地
に
お
り
な
か
ら
、
十
二
年
と
い
う
年
を
熊
為
に
す
ご
す
と
は
考
え
が
た

註

14

い
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
十
三
年
の
征
戦
と
な
る
。
故
に
、
立
殿
城
造
立
の
年
を
延
腔
十
二
年
と
考
証
し
に
次
第
で
あ
る
。

と
い
う
こ
と
は
歴
史
上
の
大
き
い
流
れ
の
う
え
か
ら
み
れ
ば
、
こ
の
場
合
た
い
し
て
間
起
に
な
ら
な
い
の
で
あ
っ

て
、
覚
綬
城
そ
の
も
の
の
古
代
東
北
開
拓
史
上
に
お
い
て
呆
し
た
役
割
の
方
が
態
衣
を
も
つ
の
で
あ
る
か
、
付
言
し
て
お
き
た
い
。

築
城
は
大
き
な
土
木
事
業
で
あ
る
か
ら
、
名

H
的
に
は
征
央
大
将
軍
で
あ
っ
た
大
伴
弟
麻
凶
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
後
述
す

註

15

る
よ
う
に
論
功
行
貨
か
ら
み
て
も
首
肯
で
き
る
の
で
あ
る
。
弟
麻
呂
は
位
階
が
一
躍
四
階
も
外
進
す
る
と
い
う
恩
典
に
浴
し
て
い
る
。
正
副

こ
こ
で
い
い
た
い
の
は
弟
麻
呂
の
ほ
か
に
田
村
麻
呂
も
築
城
功
労
者
の
う
ち
の
有
力
な

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
、

そ
の
理
由
を
あ
け
て
み
ょ
う
。

延
暦
十
三
年
の
征
夷
に
あ
た
っ
て
、
「
日
本
紀
略
」
は
六
月
十
三
日
条
に
「
副
村
軍
以
上
大
宿
叫
田
村
淋
呂
己
下
征
蝦
夷
」
と
記
載
し
て

あ
る
。
征
討
将
軍
な
ら
正
副
あ
わ
せ
て
五
人
で
あ
り
、
田
村
淋
呂
は
年
令
に
お
い
て
最
年
少
、
位
階
に
お
い
て
も
野
足
と
と
も
に
最
下

位
で
あ
っ
た
の
に
、
こ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
軍
功
が
最
も
蜘
著
で
あ
っ
に
か
ら
か
、

あ
っ
た
か
ら
に
相
違
な
い
。
こ
の
よ
う
な
軍
功
を
あ
げ
る
た
め
に
は
、
軍
略
的
に
必
須
条
件
で
あ
っ
に
簗
城
の
功
も
あ
わ
せ
含
め
ら
れ

て
い
る
と
み
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
推
定
に
す
ぎ
な
い
こ
と
で
は
あ
る
が
。

将
軍
五
人
の
う
ち
最
高
の
外
進
で
あ
る
。
し
か
し
、

四

田
村
麻
呂
は
十
二
年
の
三
月
か
ら

そ
れ
と
も
実
戦
の
直
接
担
当
者
で

）
こ
に
指
摘
し
た
十
二
年
（
「
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こ
の
と
き
の
成
功
は
覚
窯
城
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
削
述
し
て
お
い
た
。
正
副
抒
車
五
人
の
論
功
行
耳
を
み
る

と
浜
成
に
つ
い
て
は
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
弟
麻
呂
の
四
隋
舛
進
は
正
将
軍
で
あ
っ
た
か
ら
当
然
と
し
て
、
俊
哲
は
一
階
だ
け
、

野
足
は
二
階
特
進
で
あ
る
の
に
、
田
村
麻
呂
は
三
階
特
進
で
あ
っ
て
、
知
り
う
る
限
り
に
お
い
て
は
、
副
将
軍
四
人
の
う
ち
最
口
回
の
特

進
で
あ
る
。
田
村
麻
呂
は
築
城
し
、
こ
れ
を
基
地
と
し
て
河
東
を
征
圧
す
る
殊
功
を
あ
け
た
か
ら
で
は
な
か
っ
た
か
。

延
暦
十
三
年
の
の
ち
、
同
二
十
年
に
も
更
に
征
討
が
実
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、

余
人
で
は
な
く
田
村
麻
呂
で
あ
っ
た
。
そ
の
と
き
田
村
淋
呂
は
一
身
に
征
夷
大
将
軍
、
按
祭
便
、
陸
奥
守
、
鎮
守
将
軍
、

兼
ね
て
い
る
。
奈
良
時
代
の
初
め
か
ら
延
贋
一
十
年
ま
で
の
間
に
、
征
央
あ
る
い
は
そ
の
計
幽
は
十
一
回
あ
っ
た
が
最
高
貢
任
者
に
し

註

16

て
四
職
を
兼
帯
し
た
の
は
田
村
麻
呂
が
最
初
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
は
十
三
年
度
征
討
に
お
け
る
田
村
麻
呂
の
軍
功
が
絶
大
で
あ
っ
た

か
ら
に
相
違
な
い
。
こ
れ
ほ
ど
の
軍
功
と
な
る
と
、
そ
れ
は
運
兵
戦
朱
だ
け
の
軍
功
で
は
な
く
て
、
そ
の
た
め
に
緊
哭
な
基
地
築
城
と

い
っ
た
軍
略
功
績
も
あ
っ
て
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
想
定
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

弟
麻
呂
の
こ
と
で
あ
る
が
、
十
一
年
閏
十
一
月
二
十
八
日
に
征
東
大
使
と
し
て
辞
見
し
て
い
る
。
特
｛
叩
を
う
け
て
現
地
に
赴
く
こ
と

が
辞
見
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
そ
の
翌
々
年
、
即
ち
十
三
年
正
月
一
日
に
弟
麻
且
は
節
刀
を
賜
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
こ
そ
征
戦
出
陣
の

朝
鍛
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
弟
麻
呂
は
十
一
年
閏
十
一
月
以
降
陸
奥
に
下
り
十
二
年
の
大
部
分
を
陸
奥
で
す
ご
し
て
か
ら
、

京
し
節
刀
を
う
け
た
こ
と
に
な
る
。
で
は
、
十
二
年
の
大
部
分
を
陸
奥
で
ど
の
よ
う
に
す
ご
し
た
の
で
あ
る
う
か
。
こ
の
期
間
こ
そ
覚

驚
城
造
立
に
専
念
し
た
の
で
は
な
い
か
。
で
あ
る
か
ら
翌
十
三
年
の
成
功
と
な
っ
た
の
で
あ
る
う
。
弟
麻
呂
は
名
目
的
に
も
、
実
質
的

に
も
築
城
に
関
与
し
、
十
二
年
二
月
に
辞
見
し
て
現
地
に
く
だ
っ
た
田
村
麻
呂
と
と
も
に
築
城
に
あ
た
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
今
回
発

見
さ
れ
た
遺
跡
が
立
地
上
か
ら
み
て
覚
窯
城
跡
に
ふ
さ
わ
し
い
の
で
、
覚
窯
城
が
造
立
さ
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
年
代
は
延
暦
十

第

五
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そ
の
と
き
の
最
碕
責
任
者
に
選
任
さ
れ
た
の
は
、

四
四

こ
の
四
職
を



第

五

章

考

第
一
一
一
節
）
。

因
に
、

伐
繁
城
の
名
は
宝
亀
十
一
年
条
に
四
回
み
え
て
い
る
だ
け
で
あ
る
が
、

史
料
か
ら
だ
け
で
は
、
果
し
て
完
成
し
た
の
か
ど
う
か
不
明
と
い
う
ほ
か
た
い
の
で
あ
る
。
覚
繁
城
が
造
立
含
れ
た
と
み
な
し
た
人
々
も
、

註
19

2
、
岩
手
県
西
磐
井
郡
平
泉
町
高
舘
説

註
20

3
、
同
西
磐
井
郡
一
ノ
関
市
説

註
21

4
、
同
胆
沢
郡
衣
川
説

こ
の
よ
う
に
、

察

い
く
た
の
疑
間
を
は
ら
ん
だ
城
で
あ
る
が
、
明
後
沢
古
瓦
出
士
遺
跡
ほ
発
掘
調
究
の
結
果
、
冗
窯
址
で
も
古
代
寺
院
跡
で

も
た
＜
奈
良
末
か
平
安
初
頭
頃
の
古
代
城
柵
跡
で
あ
る
こ
と
の
徴
廊
が
発
見
含
れ
た
か
ら
に
は
（
第
一
章
•
第
四
章
第
一
節
）
、
そ
の
立
地

註

23

条
件
と
当
時
の
東
北
辺
境
征
事
開
拓
過
程
と
か
ら
み
て
、
覚
幣
城
跡
の
殻
も
有
力
な
抵
定
地
と
み
な
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る

こ
の
城
は
考
証
の
結
果
延
膠
十
二
年
、
大
伴
弟
庶
呂
・
坂
上
田
村
麻
呂
ら
に
よ
っ
て
造
立
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
第
五
章

等
が
あ
り
帰
一
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
ま
ま
現
在
に
い
た
っ
た
。

註

21

5
、
同
胆
沢
郡
衣
川
村
上
衣
川
説

註
22

6
、
同
磐
井
郡
内
説

註
18

ー
、
宮
城
県
栗
原
郡
萩
野
村
有
壁
説

そ
の
遺
跡
地
に
つ
い
て
は

四

結

語

二
年
で
あ
っ
て
は
じ
め
て
史
料
解
釈
が
首
尾
一
貫
す
る
の
で
あ
る
。

四
互

註
17

い
ず
れ
も
築
城
完
成
を
意
味
し
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
で
文
献
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3
 て

こ
の
御
用
屯
9

出
に
は

「
古
舘
―
―
一
ツ
」

と
糖
記
し
、

小
字
舘
合
所
在
の
八
郎
舘
、

小
字
明
後
沢
所
在
の
九
郎
詑
、

明
治
十
一
＝
年
十
一
月
の
卑
書
の
あ
る
「
岩
手
県
管
轄
地
誌
」

1
1
9
,
,
1
i
.
|
'
~
~
~
9
,
1
9
1

、
,
＇1
,
i
‘
'

：
'
9
、,
9
:
I
!
,

．
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．
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た
、
そ
し
て
最
も
詳
細
な
文
献
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
「
松
ノ
木
沢
川
、
小
山
村
ョ

lJ
来
リ
白
山
村
二
入
ル
、
長
凡
壱
里
火
＂
五
町
、
字
中

嶋
ニ
テ
叉
白
山
村
ョ
リ
来
リ
字
四
段
田
二
至
リ
テ
稲
置
村
二
入
ル
、
長
凡
九
町
幅
広
所
天
間
、
狭
所
四
間
、
深
所
壱
丈
、
浅
所
四
尺
、

（
同
上
）
に
「
小
山
村
ョ
リ
来
リ
稲
置
村
二
入
ル
、
長
凡
―
―
一
拾
零
町
、
帖
広

狭
所
四
閂
」
と
あ
る
。
ち
な
み
に
「
岩
手
県
管
轄
地
誌
」
は
岩
手
県
の
地
誌
に
関
す
る
最
も
詳
細
な
文
献
で
あ
る
。
し
か
し

「
姥
沢
開
田
竣
工
碑
」
に
詳
し
く
み
え
て
い
る
。
昭
和
八
年
秋
に
姥
沢
耕
地
柩

理
組
合
を
創
立
し
、
同
九
年
十
一
月
起
工
、
同
十
四
年
五
月
完
成
、
開
田
反
別
約
四

0
町
歩
で
あ
る
。

官
城
県
史
第
二
八
巻
一
七
九
ー
一
八

0
頁
に
、
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
七
月
付
の

が
お
含
め
て
あ
る
。
こ
れ
は
前
沢
町
阿
曾
沼
庇
氏
所
蔵
の
写
本
で
あ
る
が
、
旧
藩
時
代
に
は
明
後
沢
は
小
山
村
の
う
お
で
あ
っ
た
。
き

の
宗
角
舘
の
一
ニ
カ
所
だ
け
を
あ
げ
、
明
後
沢
の
九
郎
舘
に
つ
い
て
は
「
右
御
城
主
樫
山
九
郎
と
申
御
方
、
天
正
年
中
迄
御
住
屈
之
由
巾

伝
候
事
」
と
註
記
し
て
あ
る
の
み
で
あ
る
。
古
瓦
の
出
土
す
る
遺
跡
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
＜
触
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
前
沢
町
古
城
の
大
林
寺
に
は
原
稲
用
紙
に
イ
ソ
ク
で
書
い
た
「
古
城
村
誌
」
と
い
う
稿
本
が
あ
り
、
こ
の
う
ち
に
旧
小
山
村

こ
の
台
地
が
開
田
含
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
現
地
の

あ
ま
り
に
も
浩
蘭
な
た
め
に
未
だ
に
刊
行
さ
れ
て
い
な
い
。

所
天
間
、

2

明
後
沢
川
の
概
要
に
つ
い
て
も
「
岩
手
県
管
轄
地
誌
」

急
流
」
と
あ
る
の
で
松
ノ
木
沢
川
の
概
要
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
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「
胆
沢
郡
下
即
沢
小
山
村
風
土
記
御
用
円
出
1

（
盛
岡
市
公
民
舘
所
蔵
、

筆
円
本
）

小
字
鍛
冶
芹
敷
所
在

は
本
県
地
誌
と
し
て
は
最
も
訊
詞

四
六



5
 
識
語
中
に
み
え
る
古
城
村
と
い
う
の
は
、
明
治
八
年
十
日
伊
達
藩
時
代
以
来
の
旧
村
小
山
・
中
畑
•
関
の
一
二
村
と
そ
れ
に
稲
置
村
の

一
部
が
合
併
し
て
で
彦
た
新
し
い
合
併
村
名
で
あ
る
。
こ
の
と
ぎ
の
新
村
名
を
古
城
と
決
定
す
る
に
い
た
っ
た
理
由
に
つ
い
て
「
前
沢

郷
士
史
叢
」
第
一
一
号
（
前
沢
町
史
網
算
委
員
会
、
昭
和
一
二
十
二
年
九
月
タ
イ
。
フ
印
刷
）
に
よ
れ
ば
次
の
ご
と
く
説
明
し
て
あ
る
。

時
の
管
区
長
（
郡
長
）
柏
竹
斎
と
村
有
志
相
図
り
命
名
を
議
し
た
。
此
の
中
畑
は
北
は
明
後
沢
、
南
は
板
子
沢
に
挟
ま
れ
た
高
台
ヶ
所

は
一
見
し
て
古
城
廊
の
而
影
を
存
し
て
お
り
、
伝
説
叉
往
古
此
処
に
覚
繁
城
と
称
す
る
城
が
あ
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
満
場
一
致
古

城
村
の
命
名
が
た
っ
た
と
」
あ
る
。
ま
た
棚
語
中
の
妙
法
山
と
い
う
の
は
古
城
の
字
寺
ノ
上
に
あ
る
曹
洞
宗
大
林
寺
の
山
号
で
あ
る
（

図
版
第
一
に
お
い
て
国
道
四
号
線
に
そ
う
た
表
部
落
の
寺
院
印
が
大
林
寺
で
あ
る
）

次
に
筆
者
岩
淵
寿
一
二
斎
に
つ
い
て
付
記
し
て
お
彦
た
い
。
菅
原
栄
治
氏
（
古
城
農
業
協
同
組
合
長
）
を
わ
ず
ら
わ
し
て
調
査
し
て
い

た
だ
い
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
役
場
の
戸
籍
合
帳
に
も
寿
一
二
斎
と
あ
る
と
い
う
。
明
治
十
四
年
旧
六
月
四
日
死
亡
。
大
林
寺
過
去
帳
に

「
寿
翁
斎
大
学
祖
滸
清
居
士
」
と
あ
る
の
が
寿
―
―
一
斉
の
戒
名
で
あ
ろ
う
。
寿
―
―
一
斎
は
寺
子
屋
を
開
い
た
の
で
寿
三
斎
の
居
宅
（
現
在
は

岩
淵
竹
雄
氏
居
宅
）
を
今
で
も
「
学
校
」
と
か
「
学
校
場
」
と
い

5
屋
敷
名
で
呼
ん
で
い
る
と
い
う
。
寿
―
―
一
斎
か
ら
金
右
衛
門
、
軍
左

衛
門
、
軍
蔵
、
忠
右
衛
門
と
経
、
現
当
主
文
男
氏
と
な
り
、
現
在
は
古
城
小
学
校
の
一
裏
手
に
住
ん
で
い
る
が
、
二
度
も
火
災
に
あ
っ
た

い
て
も
な
ん
ら
記
載
し
て
い
な
い
。

に
ヽ

四
心

「
当

の
風
土
記
御
用
書
出
写
が
採
録
し
て
あ
る
。
小
山
村
風
士
記
御
用
書
出
写
に
は
「
安
永
五
年
、
右
風
土
記
方
草
稿
逐
日
加
潤
色
之
間
、

昌
長
令
預
者
也
、
郡
長
鈴
木
常
雄
、
天
保
九
戊
戌
星
―
―
―
月
十
日
写
之
、
岩
淵
寿
右
衛
門
」
と
い
う
奥
害
が
あ
る
。
こ
れ
を
も
っ
て
み
る

「
古
城
村
誌
」
に
お
含
め
て
あ
る
風
土
記
書
出
は
原
本
に
よ
っ
て
書
写
し
た
も
の
で
は
な
く
て
、
天
保
九
年
に
岩
淵
祈
右
衛
門
が

窄
写
し
て
お
い
た
も
の
を
転
写
し
た
の
で
あ
る
。
原
本
は
今
日
所
在
不
明
で
あ
る
。
こ
れ
に
も
古
瓦

1
土
の
こ
と
も
、
そ
の
遺
跡
に
つ



11 10 9

斎
藤
忠
•
田
中
喜
多
美
・
板
橋
源
「
胆
沢
城
跡
」
（
文
化
財
調
査
報
告
第
四
集
）
昭
三
十
四
年

（
日
木
考
古
学
年

8
 る
。
明
後
沢
は
明
号
沢
の
転
訛
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
或
は
明
号
と
は
名
号
か
。

祠
沢
郡
誌
」
、
二
九
四
頁
、
岩
手
県
教
育
会
胆
沢
郡
部
会
編
、
昭
和
二
年
一
月
二

0
日
刊

岩
手
県
敦
育
今
汀
刺
郡
部
会
一
岩
手
考
古
閃
集
」
大
宜
十
完
年
、
大
川
清
「
岩
手
県
汀
刺
郡
涸
谷
子
空
業
遺
跡
」

報

8
)
昭
和
三
十
四
年

こ
こ
に
中
畑
と
い
り
の
は
「
北
は
明
後
沢
、
南
ほ
板
子
沢
に
挟
ま
れ
た
高
台
ヶ
所
」
の
こ
と
で
「
一
見
し
て
古
城
郭
の
而
影
を
存
し

に
よ
れ
ば
、
古
は
、
明
号
堂
が
あ
っ
た
の
で
、

7
 

（
中
略
）
相
当
に
人
の
歩
い
た
ら
し
い
跡
が

6
 の
で
寿
―
―
一
斎
の
筆
稿
は
現
存
し
て
い
な
い
。
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班
世
以
前
の
古
道
ほ
現
在
の
北
上
低
地
か
涌
ら
ず
に
、
合
地
上
に
涌
じ
て
い
た
こ
と
ほ
信
ず
べ
彦
で
あ
る
。
上
野
原
誌
編
集
委
員
会

（
上
野
原
開
拓
の
人
た
わ
の
集
り
）
で
昭
和
―
―
―
十
八
年
一

□

月
一
一
十
完
日
に
隣
宣
服
刷
り
で
刊
行
し
た
「

5
わ
の
は
ら
」
第
一
集
八
囮
頁
に

お
お
か
ん

「
大
分
昔
の
こ
と
ら
し
い
が
、
当
時
同
道
大
官
街
消
ほ
卜
野
原
か
涌
っ
て
い
た
と
い
う
。

今
だ
に
残
っ
て
い
る
。
」
と
あ
り
、

文
で
あ
る
。

そ
の
消
順
に
あ
た
る
抽
名
か
列
挙
し
て
い
る
。
士
城
の
故
考
渡
刃
行
人
氏
（
字
外
ヶ
沢
開
九
番
地

明
治
一
―
-
+
―
―
一
年
七
月
七
日
生
）
ほ
古
消
の
暇
跡
の
一
部
か
執
知
し
て
い
て
、
古
城
農
協
組
合
長
苦
原
栄
治
氏
と
板
橋
を
案
内
し
て
く
れ

た
。
今
は
主
っ
た
＜
靡
道
と
な
り
使
用
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
で
も
道
筋
を
辿
る
こ
と
が
で
彦
た
。

許

4
で
紹
介
し
て
お
い
た
大
林
寺
所
蔵
の
稼
本
「
古
城
村
誌
」
所
収
の
も
の
に
よ
っ
た
。
阿
曾
沼
廊
氏
所
蔵
の
も
の
と
ほ
と
ん
ど
同

真
偽
の
ほ
ど
は
未
詳
で
あ
る
が
、
明
後
沢
と
い
弓
言
葉
に
つ
い
て
一
言
し
て
お
彦
た
い
こ
と
が
あ
る
。
明
後
沢
の
阿
部
亮
一
一
氏
の
談

9

’

=

 

9

.

 

~
曹

•
9
9

•• 

~
 

ヽ
~
、

9

4

9

、

こ
の
沢
か
明
号
沢
と
い
っ
た
と
い
う
。
も
た
み
阿
部
氏
の
犀
較
名
ふ
明
号
屋
敷
で
あ

1,．
,9q,1J：
し
E＂）,]＂＇＂,＇

-

9
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K
ー
~
1
,

＂
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且
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＂
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仁
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ー
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八
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14 13 12 
て
お
り
」
と
あ
る
境
城
の
意
味
て
あ
る
。
図
版
第
二
の
市
上
野
台
地
か
そ
れ
に
あ
に
る
C

板
橋
源
、
坂
上
大
宿
畷
田
村
麻
呂
考
、
岩
手
大
学
学
芸
学
部
研
究
年
報
第
一

0
巻
七
五
l
|

—
九
一
貞
、
昭
和
三
一
年
十
一
月

わ
が
国
に
漂
着
し
た
渤
海
国
使
の
こ
と
で
あ
る
。
渤
海
国
使
呂
定
琳
等
六
十
八
人
か
出
羽
国
志
理
波
村
に
涼
店
し
辺
央
の
劫
掠
を
う
け

た
。
こ
の
報
告
か
出
羽
国
か
ら
あ
っ
た
の
か
十
一
月
三
日
で
あ
っ
た
。
中
央
政
府
は
呂
定
琳
等
を
越
後
国
に
遷
し
供
給
ず
べ
ぎ
こ
と
を

命
じ
、

そ
の
翌
年
五
月
に
本
国
ま
で
鄭
重
に
送
遠
し
た
。
送
還
に
あ
た
り
国
古
の
ほ
か
に
「
紺
二
十
疋
、
紬
二
十
疋
、
糸
一
百
約
、
綿

渤
海
国
使
等
の
漂
着
と
な
ら
ん
で
弟
麻
呂
等
の
征
討
成
功
が
当
時
顕
著
な
出
来
事
で
あ
っ
た
こ
と
が
、

覚
黎
城
造
立
に
関
し
、

そ
の
必
要
性
を
建
議
し
た
紀
広
純
の
名
も
、
そ
の
年
代
も
「
続
日
本
紀
」
に
明
記
さ
れ
て
あ
る
の
に
、

造
立
年
代
が
み
え
な
い
と
い
う
こ
と
は
一
見
不
審
な
よ
う
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
何
も
そ
れ
は
例
外
で
も
な
い
し
異
例
で
も
な
い
。
陸
奥

開
拓
の
最
高
枢
府
で
あ
る
鎖
守
府
の
創
建
年
代
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
し
、
初
期
鎖
守
府
の
あ
っ
た
有
名
な
多
賀
城
の
造
立
年
代
も
正

史
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
た
い
の
で
あ
る
。
多
賀
城
だ
け
で
は
な
い
。
出
羽
開
拓
の
最
高
府
と
な
っ
た
秋
田
城
の
造
立
年
代
も
正
史
に

は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
後
に
鎖
守
府
と
な
っ
た
胆
沢
城
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
古
代
東
北
間
拓
期
の
城
柵

で
、
そ
の
造
立
年
代
が
明
記
さ
れ
て
あ
る
桃
生
・
雄
勝
・
伊
治
の
三
城
柵
の
方
が
異
例
な
の
で
あ
る
。
こ
の
三
城
桐
に
つ
い
て
も
、

の
造
立
年
代
を
と
く
に
記
す
た
め
に
明
記
さ
れ
た
の
で
は
な
く
て
、
特
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
件
が
あ
っ
て
、

し
て
た
ま
た
ま
造
立
年
代
が
併
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

二
百
屯
」
を
与
え
て
い
る
。

「
仁
を
渤
海
の
北
に
お
よ
ぽ
し
、
粕
種
心
を
帰
し
」
た
と
い
う
の
は
、

「
毛
狭
」

（
東
北
の
蝦
夷
）
と
対
句
的
に
引
用
さ
れ
て
い
る
沿
梅
と
は
、

四
九

こ
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
のそ

そ
の
こ
と
に
関
連

こ
れ
で
わ
か
る
。

「
続
日
本
紀
」
完
成
上
表
の
二
年
前
（
延
歴
十
四
年
）
に



翡
澗
哨
1
1
a
I

氏

巨

勢

多治比

藤

藤

大伴駿河麻呂

ーし条

原

原

麻

県

[r
麻

広

呂麻黒ヽ
｀
 

ー原

藤

藤，
 

原 継 縄

大

紀

大

／
 

伴

伴

家

名

呂

守

合

呂

純

持

古佐美

弟麻呂

坂上田村麻呂

坂上田村麻呂

文室綿麻呂

I 
9 行貸直前位階
I I 
I 

i jf 4 ―・ド ， 

I 

I/ I 

I 

: 

-―▲ 

—_ 

従
I 

11 9・6  i 

I If 12• 9 : 

" 12・8 正 J i J I 
I 

な し iなし Ia 
なし 1なし， 0'

延暦14・ ？ ， 従 3 4 , 
！ 

,, 20. 11 I 従 3 3 

なし Iなし。
- -- - - - . . --

正 4 上 I 弘仁 2• 11 , 従 3 1 
I 

- - -

正

正

従

正

従

正

従

従

4
 
3
 
4
 
5
 
3
 
4
 
3
 
4
 
4
 
4
 

上

下

下

下

下

下

上

昇叙年月

和銅4 • 

投老5• 

な

宝亀6• 

E
 

-
J
 

4
 

神亀2・閏正

し

11 

外叙位階

正

正

従

な

正

従

4

4

3

 

4
 
4
 

上

上

し

上

下

＇ 

進
級
一

特
階

。
2
 

正 3
 

15
征
討
最
高
責
任
者
位
階
昇
叙
一
覧
表

従 3
 

で
は
な
い
か
。

し
、
そ
の
う
え
で
の
勝
利
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の

で
は
な
く
年
来
の
懸
案
に
な
っ
て
い
た
戦
略
緊
要
基
地
に
築
城

あ
る
。

と
い
う
こ
と
は
、
単
に
戦
闘
に
よ
る
勝
利
で
あ
っ
た
の

か
に
苦
心
し
努
力
し
た
結
果
で
あ
っ
た
か
が
し
の
ば
れ
る
の
で

弟
麻
呂
た
だ
一
人
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
十
―
―
一
年
の
征
戦
は
い

料
に
欠
落
が
な
く
弟
麻
呂
の
特
進
四
階
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、

前
に
は
小
黒
麻
呂
、
以
後
に
は
田
村
麻
呂
し
か
な
い
。
現
存
史

二
階
の
特
進
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
表
示
の
如
く
弟
麻
呂
以

な
っ
た
の
だ
と
す
れ
ば
特
進
は
三
階
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

で
従
四
位
上
に
な
り
、
行
賞
の
際
は
従
四
位
上
か
ら
従
三
位
に

て
か
ら
行
賞
ま
で
は
三
年
半
あ
る
の
で
、

’―――

-1_．

i
t
,．ii'’’’|111'は'’

麻
呂
た
だ
一
人
で
あ
る

た
だ
し
、
弟
麻
呂
が
将
軍
に
任
命
さ
れ

表
示
の
如
く
、
四
階
特
進
は
征
討
最
高
責
任
者
と
し
て
は
弟

五
0

,4
—

.19,_ 
9
9
9
,
1
 

こ
の
間
に
定
期
昇
進

．
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や
や
詳
述
し
て
捻
く
必
要
が
あ
る
。

ニ
、
三
月
丁
亥
（
二
十
二
日
）
条
に
み
え
る
の
が
旧
来
か
ら

覚
繁
城
成
立
と
考
え
ら
れ
た
有
力
根
拠
で
あ
っ
た
の
で
、

と
は
文
意
と
上
言
の
月
日
か
ら
見
て
明
白
で
あ
る
。

を
築
営
し
た
い
と
い
う
計
画
を
の
べ
た
も
の
で
あ
る
こ

も
の
も
、
来
る
一
二
月
中
旬
に
兵
を
発
し
賊
を
討
ち
覚
幣
城

ハ
、
二
月
丙
午
(
+
一
日
）
陸
奥
国
上
言
中
に
み
え
て
い
る

意
味
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

計
画
に
対
し
て
裁
可
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
築
営
完
了
を

ロ
、
二
月
丁
酉
条
勅
文
に
み
え
て
い
る
の
は
、
陸
奥
上
言
の

イ
、
二
月
丁
酉
（
―
-
日
）
条
陸
奥
国
上
言
中
に
み
え
て
い
る

ま
で
の
こ
と
で
あ
る
。

人
り
覚
席
城
を
築
営
し
に
い
と
い
う
予
定
計
画
を
述
べ
た

ー ・・--

陸 奥守 1鎖守将軍

X ! 不 明
! -- ----一

I X 
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X I 
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使
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も
の
は
、
三
月
四
月
の
雷
解
季
を
待
っ
て
直
ち
に
賊
地
に

x
 

完
成
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
証
拠
を
あ
げ
よ
う
。

x
 

x゚
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宝
亀
十
一
年
条
に
み
え
て
い
る
覚
駁
城
は
い
ず
れ
も
築
城

＼ ， 

16

征
討
最
高
責
任
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辺
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覧
表

（
上
掲
[
)



同
上
、

東
北
に
於
け
る
上
古
の
城
柵
遺
蹟
、

東
北
文
化
研
究
ニ
ノ
一
、

昭
和
四
•
四

18

池
内
儀
八
、

東
北
に
於
け
る
古
城
柵
研
究

（
中
）
、

東
北
文
化
砧
究
一
ノ
五
、

昭
和
四

の
で
も
ろ
う
か
。

し
か
も
新
占
領
地
北
辺
に
お
い
て
の
築
党
は
危
険
の
多
い
敵
飢
工
事
な
の
て
あ
る
。

t
t
、

オ

ー

四
十
数
日
と
い
う
最
大
阪
期
間
は
さ
ら
に
縮
少
し
一
二
十
日
位
と
な
る
で
克
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
短
期
間
に
築
城
か
可
能
な
も

る
。
多
賀
城
か
ら
出
発
し
覚
幣
城
を
完
成
し
、

し
か
る
後
に
本
拠
多
賀
城
に
帰
還
す
べ
く
南
下
の
途
中
伊
治
城
に
入
っ
た
も
の
と
す

日
数
を
み
て
も
五
十
日
に
満
た
な
い
。

延
暦
八
年
に
お
け
る
行
軍
日
利
に
よ
れ
は
玉
造
寒
か
ら
衣
川
営
ま
で
で
も
四
日
を
費
し
て
い

広
純
が
伊
治
城
に
入
っ

第
四
段
に
お
い
て

「
続
日
本
紀
」
は

の
事
情
を
の
べ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
条
は
特
麻
呂
が
反
し
て
広
純
を
殺
害
し
た
変
事
を
記
し
た
も
の
て
あ
っ
て
、
最
初
に
広
純
殺
害
の
事
実
を
あ
け
、
次
に
広
純
の

略
伝
を
抄
記
し
、
第
三
段
に
い
た
っ
て
特
麻
呂
の
出
日
と
反
乱
を
お
こ
す
に
い
た
っ
た
経
綽
を
の
べ
、

「
時
広
純
建
議
、
造
覚
緊
柵
、
以
遠
戌
候
、
囚
率
停
軍
入
、
大
粕
・
此
ぃ
麻
呂
並
従
」

と
記
し
て
あ
る
「
入
」
と
は
伊
治
城
に
入
っ
た
こ
と
て
あ
る
。
さ
て
、

進
し
て
入
城
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
城
は
ま
た
竣
工
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
と
も
こ
の
時
す
で
に
築

．． 

城
を
終
っ
て
南
下
し
て
来
て
入
城
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
そ
う
て
友
る
な
ら
は
始
め
て
覚
客
城
の
完
成
を
確
認
で
き
る
こ
と
に

な
る
。
そ
こ
で
、
築
城
建
議
か
裁
可
に
な
っ
た
日
か
ら
広
純
か
伊
治
城
に
入
城
し
殺
害
さ
れ
る
ま
て
の
期
間
か
軍
要
な
解
決
の
鍵
に

な
っ
て
く
る
。

裁
可
の
勅
は
二
月
二
日
で
あ
る
。
こ
の
年
の
二
月
は
小
月
で
あ
り
、
広
純
殺
害
の

H
は
一
二
月
二
十
二
日
で
あ
る
か
ら
、
最
大
限
の

第
四
段
で
広
純
殺
害
の
前
後

I 

に
の
は
覚
認
城
築
営
す
る
た
め
に
応

五
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23 22 21 

大
槻
文
彦
は
流
石
に
岩
手
県
一
ノ
関
市
山
目
出
身
の
碩
学
だ
げ
あ
っ
て
、
ず
で
に
明
治
年
間
に
「
覚
販
城
ノ
遺
且
、
未
ク
詳
ナ
ラ

ズ
」
と
い
い
つ
つ
も
「
伊
治
城
辺
ョ
リ
北
二
進
ミ
テ
胆
沢
の
蝦
夷
ヲ
征
セ
ン
ガ
為
二
作
ラ
レ
シ
コ
ト
知
ラ
ル
レ
バ
、
伊
治
城
以
北
ニ
テ

磐
井
郡
中
ナ
リ
ヶ
ム
ト
ハ
推
シ
量
ラ
ル
ル
ナ
リ
」

＼
 

い
る
。
こ
こ
に
い
う
磐
井
郡
と
い
う
の
は
果
し
て
現
行
の
地
方
行
政
区
訓
上
の
戚
密
な
意
味
で
の
磐
井
郡
に
固
執
し
に
の
で
は
な
く
「

伊
治
城
以
北
」
の
地
で
あ
っ
て
「
胆
沢
ノ
蝦
央
ヲ
征
」
ナ
る
為
の
要
所
と
い
う
と
こ
ろ
に
重
点
を
お
い
た
立
言
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
は
主
と
し
て
調
査
に
当
っ
た
板
橋
の
意
見
て
あ
っ
て
、
伊
東
委
員
は
必
ず
し
も
こ
れ
と
同
じ
で
な
い
。

二
頁
、
昭
和
十
年
）
と
み
て
い
る
。

る。
橋
註
、

山
目
・
厳
芙
の
二
村
は
現
在
一
ノ
関
市
内
）
と
の
べ
、

王
官
野
義
之
助
、
郷
土
に
於
け
る
日
本
研
究
の
近
状
ー
ー
岩
手
県
を
中
心
と
し
て
'
|
ー
史
潮
六
ノ
ニ
、
昭
和
十
一

菅
野
氏
の
説
は
最
も
詳
し
く
「
一
ノ
関
町
に
隣
る
山
日
村
よ
り
そ
の
四
隣
蔽
丈
村
に
通
す
る
追
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あ
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図版弟明後沢附近五万分地形図



図版第二 明後沢台地略図
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図版第三 第一次発掘遺跡地 600 分測図

”’ 
,,,,,,.,.,., ... ,, .. 

''' ,',・, 
‘’ ''' 

+—+ ,.,.,., 

，， 

... 
I, I, I, I, I, I、I'I

I'I' 
I• I' 

',',' ， ,.,., .... ,, ... , ... , ...、.、,,,、..., ... ,、 9 、'"ヽ,,、• 、ヽ,.,., , , ， 
.、＇‘．、．、＇ヽ、 I ， , .,.,.,.,.,.,.,., ... ,.,. 『.,.,.,.,.,.,.、.,.,.,.,.、’ヽ，ヽ，一
,.、,,. ・ヽ、

•K. 

秘

,.,., 

鼻

~' 

I, 

'-,-,-
8M7'77---.----,---. 

’‘ヽ

備 考 1)

2) 

3) 

I, 

△印は土師と須恵の破片のあった窯跡残部の位置3

廿枡印は高圧線鉄柱の位置。

R印は古い湧水跡

4) D. 印は嘉元3年在銘古碑の位置。

、,、

+1、ト

'.,' 
'' 

ヽ

0
、

ヽ

，
 `
 

\~ ¥
＼
 

ー
＼
 

＼
 

＇ 

.¥ 

＼
 

，
 
，
 
＇ ，
 
＇ 

-

＇

 

＇ ＇ ＇ 
，
 

E
 
＇ 
り，
 
＇ 
口，
 

ー，
 
＇ ＇ 

＇ 
ー

0D  

◎ 

。

300尺

, , "'' 

。

且



凶版第四

第二次発掘50分測図
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図版第五 出 土 土 師 器 測 図
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図版第六 出土土師器 ・鉄片測図
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図版第七 出土須恵器測図
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図
版
第
一
七

第
一
次
の

A
地
域
伐
倒
作
業

写真の手前に、道路補修工事の際、土採りした跡の断面が
みえている。 （第 1次調査）

図
版
第
一
八

A
地
域
北
側
の
濠
跡

古瓦出土遺跡地の北限界をなす塚跡を東より西方に望む。



図
版
第
一
九

A
地
域
南
半
部
の
全
面
発
掘
状
況
A

東北よりみる。左下方から中央部の木の根の方向にかけて柱脚痕が3つみえ、
左上方

には住居址（南側のものの東北隅）がみえる。右側に白くみえるのが浬
水を流し出す

ために掘った溝で、溝の右側に住居址（北側のもの）がある。 （第2次調査）

図
版
第
二

0

A
地
域
南
半
部
の
全
面
発
掘
状
況
B

南よりみる。 （第2次調査）
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ニ
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A
地
域
南
半
部
の

全
面
発
掘
状
況

c

北よりみる。 （第2次調査）

図
版
第
二
二

壺
掘
り
発
掘
の
状
況

左上方に全面発掘した地域の1部がみえている。

東よりみる。 （第2次調査）
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